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地
域
組
織
か
ら
み
た
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
ー

そ
の
現
状
と
課
題

は

じ

め

に

一
地
域
の

S
P
D
ー
そ
の
飢
織
と
活
動
実
態

二
社
会
民
主
主
ぷ
系
社
会
保
川
と
そ
の
役
割

三

S
P
D
の
低
迷
と
課
庖

l
地
域
組
織
の
レ
ベ
ル
か
ら

山

本

佐

門
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l
 

tま

じ

め

さ/>.

lilllJ 

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党

(
S
P
D
)
の
現
状
、
そ
の
歴
史
は
我
国
で
も
研
究
上
、
政
治
実
践
上
強
い
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

多
様
で
あ
る
が
次
の
三
つ
の
特
色
が
現
在
な
お

S
P
D
検
討
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
第
一
は
、

s
p
D
は
世
界
の
社
会
民
主
主
義
政
党
の
中
に
あ
っ
て
、
政
治
的
勢
力
と
い
う
面
で
、

さ
ら
に
統
治
政
党
と
し
て
の
経
験

を
含
め
た
政
治
的
実
績
の
面
で
も
、
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
政
党
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
Q

そ
の
勢
力
の
巨
大
さ
と
い
う
こ
と
で
は
、

す
で
に
第
一
次
大
戦
直
前
に
は

)
O
O万
の
党
員
、
全
一
有
権
者
の
一
二

O
Z
の
支
持
を
得
て
、
国
政
の
立
法
部
(
帝
国
議
会
)
で
は
第
一
党
の

地
位
に
あ
っ
た
。
統
治
政
党
と
い
う
こ
と
で
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
新
生
共
和
問
(
ヴ
ア
イ
マ
ル
共
和
国
)
の
中
核
的
与
党
と
な
り
、
第
二

次
大
戦
後
に
あ
っ
て
は
一
九
六
六
年
か
ら
一
六
年
間
連
邦
政
府
を
形
成
し
、
社
会
改
革
と
民
主
化
、
東
西
関
係
の
改
善
を
推
進
し
た
。

第
二
に
は
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
(
西
ド
イ
ツ
)
の
統
治
体
制
下
で
の

S
P
D
の
占
め
る
比
重
の
高
さ
で
あ
る
。
連
邦
(
∞
ロ
ロ
島
、
そ
れ
を

構
成
す
る
十
一
の
州
(
戸
山
口
仏
)
を
総
合
し
た
西
ド
イ
ツ
の
統
治
体
制
は
議
院
内
閣
型
代
表
民
主
制
で
あ
る
が
、

同
時
に
「
政
党
国
家
的
民
主

制
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
名
実
と
も
に
政
党
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
の
体
制
下
に
あ
っ
て

S
P
D
は
連
邦
そ
し
て
多
く
の
州
で
政
(
3
)
 

権
党
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
ま
た
野
党
的
立
場
に
あ
っ
て
も
、
有
効
な
反
対
党
と
し
て
、
「
国
民
の
意
志
形
成
」
に
関
与
し
つ
守
つ
け
て
い
る
o

s
p
D
は
、
そ
の
内
政
上
の
役
割
の
検
討
を
通
じ
て
西
ド
イ
ツ
の
統
治
体
制
の
基
本
的
枠
組
の
特
色
を
も
把
握
し
え
る
ほ
ど
の
重
要
な
存
在

と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

第
三
の
特
色
は
強
力
な
社
会
的
勢
力
と
し
て
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
主
義
の
存
在
で
あ
る
。

S
P
D
U年
の
歩
み
を
概
観
す
れ
ば
、
こ
の
党

の
役
割
、
影
響
力
は
単
に
政
治
の
領
域
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
符
易
に
確
認
し
え
よ
う
。

s
p
D
は
多
様
な
大
衆
的
社
会

北法36(1-2・214)214



団
体
の
結
成
に
関
与
し
、
そ
れ
ら
と
協
働
し
つ
つ
、
経
済
活
動
、
社
会
生
活
、
文
化
の
領
域
に
関
わ
る
活
動
を
推
進
し
つ
づ
け
た
。
そ
し
て

こ
の
社
会
の
多
様
な
領
域
で
の
活
動
の
積
み
上
げ
を
通
し
、
社
会
民
主
主
義
の
理
念
は
ド
イ
ツ
社
会
に
浸
透
は
、
そ
の
平
準
化
、
民
主
化
を

促
進
し
た
と
と
も
に
、

ド
イ
ツ
社
会
民
主
主
義
は
巨
大
な
社
会
的
勢
力
と
し
て
こ
の
社
会
に
定
着
し
た
。
そ
し
て
政
党
と
し
て
の

S
P
D

は
、
こ
の
社
会
的
勢
力
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の
理
念
の
社
会
的
浸
透
を
前
提
と
し
て
、
統
治
体
制
の
枠
内
で
常
に
強
力
な
勢
力
と
し
て
存
在

し
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
特
色
の

S
P
D
に
関
す
る
我
国
の
研
究
・
実
情
紹
介
の
傾
向
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
量
的
豊
富
さ
に
比
し
て
内
容
面

地i究組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

で
の
片
寄
り
が
み
ら
れ
よ
う
。

s
p
D研
究
・
紹
介
の
大
部
分
は
そ
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
層
に
焦
点
を
あ
て
た
同
政
レ
ベ
ル
で
の
戦
術
・
戦

略
論
、
政
策
紹
介
・
分
析
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

s
p
D
の
組
織
、
勢
力
の
動
向
に
関
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
全
国
的
概
観
の
域
を
越

え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ο

地
域
、
国
民
の
日
常
生
活
と
直
接
関
わ
る
領
域
で
の

S
P
D
の
組
織
・
活
動
実
態
に
つ
い
て
は
、

命
期
」
な
ど
過
去
の
一
時
期
を
除
き
、
邦
語
文
献
か
ら
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
ド
イ
ツ
卒

し
か
し
こ
れ
ら
の
領
域
で
の

S
P
D
の
実
相
把
握
な
し
に
は
、
有
力
社
会
民
主
主
義
政
党
と
し
て
の
、
西
独
統
治
体
制
の
主
要
素
と
し
て

の
、
さ
ら
に
は
巨
大
な
社
会
的
勢
力
と
し
て
の

S
P
D
の
特
色
は
ま
っ
た
く
表
面
的
に
し
か
把
握
し
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
S
P
D
の
日
常
生
活
と
も
い
う
べ
き
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
具
体
的
な
活
動
実
態
の
全
貌
を
把
握
し
、
分
析
す
る
作
業
は
、
資
料

面
か
ら
も
方
法
論
か
ら
も
な
お
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
小
論
は
こ
う
し
た
研
究
上
の
困
難
さ
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
我
国
で
の

S
P
D
研
究
・
実
情
紹
介
の
重
大
な
欠
陥
部
分
の
克
服
を
意
識
し
た
さ
さ
や
か
な
試
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
西
ド
イ
ツ
の
一
中
都
市
マ
ン
ハ

イ
ム
の
場
合
を
中
心
と
し
た

S
P
D
の
地
域
組
織
と
そ
の
活
動
の
具
体
的
実
態
を
紹
介
し
つ
つ
、

す
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。

「S
P
D
の
日
常
生
活
」

の
A

端
を
理
解

北法36(1-2・215)215



説

(

1

)

 

352 

312 

550 

763 

1901 山
93 1.787 

98 之以仰1叩0
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(397) 10 

13 

9 

13 

24 

44 

56 

35 

81 

論

探

一

率

糊

一

帰

還

一

削

松
一
一
舵

潤

↑

マ

川

町

四

一

口

S

一
守
恥

81 

84 

87 

1.6 

4.1 

5.5 

4.8 

3.4 

5.9 

7.8 

14.0 

16.8 

18.4 

493 

437 

125 

74 

77 

78 

年

1871 

(

2

)

ヴ

7
イ
マ
ル
刻
に
お
い
て

S
P
D
は
一
九
三
二
年
七
月
選
挙
で
の
ナ
チ
党
大
躍
進
ま
で
共
和
国
議
会
で
第
一
党
の
地
似
を
占
め
続
け
て
い
た
が
、
主
導
的

統
治
政
党
の
期
間
は
そ
の
初
期
(
一
九
年
一
月

l
二

O
年
六
月
て
末
期
(
一
-
八
年
六
月

l
:
一
O
年
三
月
)
の
問
年
間
足
ら
ず
で
あ
る
。
な
お
第
二
次
大
戦

後
の

S
P
D
主
導
政
縦
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
仲
井
斌
「
社
民
政
絞
十
一
二
年
の
掛
川
決
裁
」
(
『
世
界
』
一
九
八
一
ニ
・
一
一
一
)
、

J
F

司
・
田
口
}
向
。
ユ
口

r
(国
間

)
-
u
u
z

F
7
5白
HFロ
N
仏

R
E
N
E
-
-
Hゲ
凹

g
-
2
同

s
-
E
Cロ
(ω
官

-omo-a
回ロロ

Y
S
S
)、
ま
ず
参
加
…
。

(

3

)

西
ド
イ
ツ
の
場
介
、
州
レ
ベ
ル
で
も
議
会
で
多
数
派
を
形
成
し
た
政
党
が
内
閣
を
組
織
す
る
。
ま
た
述
邦
レ
ベ
ル
の
第
二
院
(
巡
邦
参
議
院
)
は
各
州

政
府
の
代
公
に
よ
っ
て
蹴
成
さ
れ
、
州
政
府
が
直
後
凶
政
に
も
関
与
で
さ
る
。
そ
し
て
州
レ
ベ
ル
で
の
政
権
交
代
し
絶
え
ず
起
き
、
述
郊
で
の

S
P
D
主
滋

政
権
放
盛
期
(
七
二
年
明
)
に
は
十
一
州
(
バ
ベ
ル
リ
ン
を
合
む
)
の
内
六
州
が

S
P
D
主
導
政
府
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
解
体
制
別
(
八
一
一

l
八
三
年
)
に
は

北法36(1-2・216)216



地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

凶
州
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
凶
i
イ
ツ
統
治
体
制
の
概
略
は
よ
内
健
夫
(
紛
)
『
現
代
の

l
イ
ツ
|
政
治
と
行
政
』
〔
一
一
一
修
社
、
一
九
八
，
.
年
〉
引
い
J

照。

(

4

)

「
社
会
民
主
主
唱
滅
的
理
念
」
と
は
何
か
、
江
入
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
白
山
」
「
公
正
」
「
述
桁
」
の
一
一
一
斑
念
の
紡
合
体
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
二
↓
つ
の
理
念
、
そ
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

s
p
D
綱
領
(
「
ゴ

l
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
」
)
、
及
び

S
P
D
「
八
五
年
指
向
綱
似
」
参
照
。
こ

の
綱
領
の
全
文
は
、

F
z
r己
ロ
グ
宏
司

ω同
1
0
5
4日
iS44.ω
・
お
印

lg由
に
収
録
。

(
5
〉
こ
う
し
た
視
点
に
つ
い
て
ば
、
山
本
佐
門
「
歴
史
的
実
験
と
し
て
の
ト
イ
ツ
村
会
民
主
党
主
辺
政
権
ー
そ
の
検
討
の
た
め
の
話
観
点
」
〔
北
泌
学
同
十
八
学

法
学
研
究
』
一
九
巻
一
F

な
)
参
照
。

(

6

)

凶
ト
イ
ツ
に
お
い
て
は
日
下
、
研
究
者
の
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず

s
p
h
U
P日
体
で

L
、
各
々
の
地
域
の
党
の
歩
み
が
解
明
教
用
さ
れ
つ
つ
ち
る
。
こ
の
党
史

の
解
明
を
通
し
て
、
地
域
の
党
活
動
の
み
な
ら
ず
労
働
者
肘
の
日
常
生
活
、
社
会
的
勢
力
と
し
て
の
社
会
民
主
主
義
の
実
態
も
よ
り
鮮
明
に
主
れ
つ
つ
あ

る
。
ま
た
地
域
の
党
史
の
整
理
は
ナ
チ
ス
統
治
下
の
各
地
の
突
約
と
抵
抗
の
実
態
企
も
一
一

m明
仰
に
し
つ
つ
あ
る
。

ニ
の
諭
文
作
成
二
際
し
て
法
主
と
し
て
マ
ン
ハ
イ
ム
市

S
P
D
関
係
資
料
の
は
か
、
凶
ト
イ

y
故
大
の
州
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ

l
レ
ン
州

(
N
R
W
州
と
略
記

)
S
P
D
の
白
組
織
実
態
調
査
報
告
が
参
考
に
与
れ
る
。
同
・
回

m
n
r
2・
∞
-
国
C

E
ゲ

2
r
=
-
F
Uぽ

ω】
ν
む
ぐ
C
H岡
山
口
ロ

αロ
(
切
C
E
H
f

E
g
)
(邦
訳
紹
介
「
実
態
報
告
『
内
邸
か
ら
の
ト
イ
ツ
社
会
民
主
党
』
」
(
北
海
字
国
大
学
『
法
学
研
究
』
二

C
巻
一
三
万

l
以
後
「
邦
訳
紹
介
」
と
略
記
)

)

0

地
域
の

S
P
D
ー
そ
の
組
織
と
活
動
実
態

ま
ず
S
P
D
の
地
域
組
織
と
そ
の
活
動
の
実
態
を
マ
ン
ハ
イ
ム
市
に
即
し
て
提
示
、
検
討
し
た
い
。

南
西
ド
イ
ツ
の
パ

l
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
中
心
的
な
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
工
業
大
国
へ
の
発
展
期
|
一
九
世
紀
後
半
に
急
成
長
を
遂
げ
た
商
工
業
都
市
で
あ
る
。
賃
金
労

働
者
層
を
主
体
に
一
八
七
一
」
年
代
に
四
万
だ
っ
た
人
口
は
一
九
つ

O
年
に
は
十
問
万
を
越
え
、
第
二
次
大
戦
直
前
に
は
二
八
万
、
ほ
ぽ
現
在

の
水
準
に
達
し
た
。

マ
ン
ハ
イ
ム
市
は
現
在
人
ロ
三

O
万、

そ
の
恵

ま
れ
た
地
理
的
条
件
を
生
か
し
、

こ
の
よ
う
な
急
成
長
の
商
工
業
都
市
と
い
う
条
件
を
背
景
に
S
P
D
は
第
二
帝
政
期
に
す
で
に
強
大
な
政
治
的
勢
力
化
し
、
第
一
次
大
戦

北法36(1-2・217)217



説

(
2
)
 

マ
ン
ハ
イ
ム
市
最
大
の
政
党
と
な
っ
た
。

し
か
も
ド
イ
ツ
帝
国
内
で
は
比
較
的

直
前
の
時
期
に
は
パ

l
デ
ン
大
公
国
の

S
P
D
最
拠
点
区
、

民
主
的
な
統
治
制
度
の
存
在
に
よ
っ
て
、
円
十
い
時
期
か
ら
市
民
の
直
接
選
挙
を
通
じ

S
P
D
は
マ
ン
ハ
イ
ム
市
政
に
直
接
関
与
し
え
た
。

モt.a問

九
一
一
年
に
は
市
議
会
(
花
式
に
は
市
民
委
員
会
面
白
門
的
問

E
5
2
~
E
S
と
称
す
〉
九
六
議
席
中

S
P
D
は
四

O
議
席
を
占
め
る
最
大
会
派

と
な
り
、
市
政
執
行
部
と
い
う
べ
き
「
市
参
事
会
」

(ωZ含
E
C
二
三
人
中
九
人
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
マ
ン
ハ
イ
ム
市
の

S
P

(
3
)
 

D
は
長
期
に
わ
た
る
大
政
治
的
勢
力
で
あ
る
と
と
も
に
自
治
体
政
策
推
進
の
長
い
伝
統
を
持
つ
政
党
で
も
あ
る
。
ま
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
同

期
に
も
市
議
会
で
は
常
に
第
一
党
の
地
位
を
占
め
、
他
党
派
と
の
協
同
の
形
態
な
が
ら
市
政
の
中
心
的
担
当
会
派
と
な
り
、
一
九
二
八
年
に

は
初
の

S
P
D
市
長
を
も
登
場
さ
せ
た
。
第
二
次
大
戦
後
も

S
P
D
の
拠
点
都
市
た
る
こ
と
に
変
化
は
な
く
、
党
勢
が
比
較
的
弱
小
な
パ

l

連
邦
・
州
議
会
選
挙
で
も

C
D
U
を
陵
駕
す
る
集
票
力
を
絶
え
ず
保
持
し
、
(
4
)
 

長
期
に
わ
た
り
与
党
的
立
場
、
が
続
い
て
い
る
。
一
九
八
二
年
の
市
長
選
挙
で
も

S
P
D
候
補
が
決
選
投
票
で
大
勝
し
た
。

こ
う
し
た
歴
史
的
条
件
を
前
提
に
マ
ン
ハ
イ
ム
市

S
P
D
の
現
況
を
組
織
面
、
活
動
面
か
ら
概
観
し
た
い
。

デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
に
あ
っ
て
、

市
政
レ
ベ
ル
で
も

s
p
D
の
地
方
組
織
は
党
全
同
規
約
に
基
づ
け
ば
、
川

(Fgei地
域
盲
目

N
E内
)
j
地
区

(
C
E
2
7
N
E
C
J居
住

(
Oユ
)
の
凹
層

K
分

に
な
る
が
¥
州
の
規
模
、
党
勢
に
よ
っ
て
層
区
分
、
呼
称
に
相
当
の
迷
い
が
あ
る
。
パ

l
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
、

(
閉
山

2
5
)
v居
住
の
一
一
一
層
と
な
っ
て
い
る
。

川
j
也.メ.

J

j

i

 

マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場
合
を
具
体
的
に
示
そ
う
。
マ
ン
ハ
イ
ム
市
域
は
行
政
単
位
と
し
て
一
七
の
都

市
区

(ωZ含
r
s
E
C
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

s
p
D
は
こ
の
郎
市
区
ご
と
に
党
の
最
基
底
組
織
と
し
て
居
住
支
部

3
3印
〈

2
2ロ
)
を
置
い
て

い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
に
対
す
る
上
層
組
織
と
し
て
マ
ン
ハ
イ
ム
全
市
の
居
住
支
部
を
包
含
す
る
マ
ン
ハ
イ
ム
地
区
連
合
(
同

2
5
5
H
E
E

宮
出
口
ロ
ゲ
巳
日
)
が
あ
り
、
こ
れ
を
ま
と
め
る
州
全
体
の
組
織
と
し
て
パ

l
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
連
合
宇
田
口
門
同

242σ
自
仏
切
包
g
B

S
丘
三
件
。
B
σ
2
m
)
が
あ
る
。

マ
ン
ハ
イ
ム
市
全
体
で
の

S
P
D
の
党
員
は
約
三
八

O
O人
(
一
九
八
一
二
年
末
現
在
)
、

人
口
比
で
ご
一
二
忽
で
あ
り
、

了
五

Z
と
い
う
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全
国
平
均
に
及
ば
ず
、
党
の
拠
点
都
市
と
し
て
は
予
想
外
に
低
い
組
織
系
で
あ
る
U

こ
れ
ら
の
党
員
は
各
々
の
居
住
支
部
に
属
す
る
。
こ
の

組
織
は

S
P
D
が
ド
イ
ツ
国
民
と
日
常
的
に
最
も
直
接
的
に
接
触
で
き
る
党
の
草
の
根
組
織
と
も
言
う
べ
き
位
置
に
あ
る
。
居
住
支
部
は
全

一
支
部
平
均
一

3
0人
の
党
員
の
規
模
と
な
る
が
、

国
で
約
一
万
存
在
し
、

マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場
合
に
は
最
多
の
支
部
で
一
一
一
六

O
人
、
回
収
少

(
6
)
 

の
支
部
で
一
一

C
人
と
比
較
的
大
き
な
支
部
が
多
い
も
の
の
、
や
は
り
相
当
の
規
僕
格
差
が
あ
る
。

居
住
支
部
で
は
役
員
会
と
二
ヶ
月
一
回
程
度
の
支
部
総
会
が
党
活
動
の
基
本
で
あ
り
、

月
額
所
得
の

0
・
五
完
程
度
の
党
費
納
入
、
が
n

般

地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

党
員
の
最
低
限
の
義
務
で
あ
る
。

連
合
総
会
合
一
一
ヶ
月
に
一
回
)
代
議
員
(
党
員
の
五
男
)
、

に
就
く
こ
と
に
な
る
。
全
党
員
の
一

O
J
一
五

Z
の
層
と
い
う
の
は
支
部
総
会
の
出
席
率
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
現
在
の

S
P
D
で
能
動
的
党
員

層
と
推
定
さ
れ
て
い
る
比
率
に
も
対
応
す
る
。
総
会
で
は
自
治
体
問
題
と
い
う
べ
き
市
電
の
騒
音
対
策
や
圃
道
工
事
の
是
否
と
い
っ
た
地

K

支
部
の
役
員
層
は
、
支
部
長
、
副
支
部
長
(
二
名
)
、
書
記
長
、
会
計
(
一
一
名
)
、
監
査
〈
一
一
一
名
)
、
地

K

そ
の
代
理
人
か
ら
な
り
、

大
体
支
部
党
員
の
一

O
J
一
五

Z
が
何
ら
か
の
役
職

の
日
常
生
活
上
の
問
題
の
ほ
か
、
新
型
核
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
、
連
邦
緊
縮
予
算
な
ど
同
政
上
の
争
点
も
協
議
さ
れ
て
い
る
。
党
外
向
け
l
一

般
市
民
も
組
み
込
む
公
開
の
催
物
も
支
部
の
重
要
な
活
動
領
域
で
あ
る
。

一
般
党
員
や
地

K
住
民
に
人
気
の
向
い
催
し
は
娯
楽
・
親
睦
中
心

の
集
い
で
あ
り
、
春
祭
、
子
供
祭
な
ど
の
祭
典
(
司
2
同
)
、
対
象
者
を
限
定
し
た
「
コ
ー
ヒ
ー
の
集
い
」
な
ど
小
パ
ー
テ
ィ
ー
、
郊
外
散
歩
と

い
っ
た
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
講
演
会
、
住
民
と
党
幹
部
・
議
員
と
の
対
話
集
会
も
よ
く
企
画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
不
定
期
な
が
ら
各
支

部
と
も
独
自
の
機
関
紙
を
発
行
し
て
い
る
。
機
関
紙
の
内
容
は
地

K
に
関
わ
る
市
政
上
の
問
題
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、

マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場

合
居
住
区
の
余
暇
ク
ラ
ブ
(
後
述
)
の
活
動
状
況
も
か
な
り
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
紙
面
に
は
発
行
資
金
獲
得
の
た
め
か
商
応
や
飲
食
自
の
広

告
も
相
当
目
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
公
開
の
催
物
や
党
機
関
紙
の
発
行
は
連
邦
・
州
・
市
議
会
、
市
長
な
ど
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
時
期
と
そ

う
で
な
い
時
期
で
は
、
頻
度
に
大
き
な
差
が
あ
り
問
題
で
あ
る)
Q

ま
た
党
の
催
物
、
情
立
ピ
ラ
発
行
の
多
く
は
党
地
民
連
合
本
部
で
な
さ
れ

る
場
合
も
多
い
。
さ
ら
に
納
入
党
費
の
一

O
Zが
居
住
支
部
、
-

a

A

九
鬼
が
地
区
連
合
、
九
一
ハ
五
V
A
が
州
連
合
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
党
地
区
連
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説

合
規
約
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
居
住
支
部
の
白
主
財
脱
が
少
な
く
、
独
自
活
動
推
進
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
か
つ
て
の

S
P
D
に
あ
っ
て
一
般
党
員
の
重
要
な
相
互
交
流
の
場
で
あ
っ
た

τ:;.A 
副市

「
常
連
飲
屋
」

(
ω
Z
E
E
-
o
Fち
も
減
少
し
つ
つ
あ

(
山
)

一
般
党
員
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
源
で
あ
り
、
党
指
導
部
と
の
パ
イ
プ
役
で
あ
っ
た
日
刊
党
機
関
紙
も
全
く
姿
を
消
し
て
い
る
。

る
し現

在
の

S
P
D
に
お
い
て
は
総
じ
て
選
挙
闘
争
期
を
除
き
基
底
支
部
を
通
じ
て
の
党
活
動
は
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
で
は
な
く
、

一
般
党
員
さ
ら

に
は
住
民
と
党
指
導
部
の
日
常
的
な
接
触
も
弱
く
、
能
動
的
に
支
部
の
活
動
に
加
わ
る
党
員
も
少
な
い
。
党
費
納
入
と
選
挙
で
の
自
党
へ
の

投
票
の
み
を
党
活
動
と
し
て
い
る
党
員
が
過
半
数
を
大
き
く
越
え
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
一
体
、
地
域
党
組
織
の
中
で

S
P
D
の
理
念
、
政
策
を
能
動
的
に
実
現
、
浸
透
さ
せ
て
い
る
部
分
は
ど
こ
に
見
出
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
つ
の
党
組
織
が
最
も
注
目
さ
れ
る
。
第
一
は
党
市
会
議
員
団
で
あ
る
。

マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場
合
一
一
種
類
の
自

治
体
議
員
団
が
存
在
す
る
。
全
市
レ
ベ
ル
の
市
議
会
(
の

2
5
5
r
E円
l
総
員
四
八
名
)
の
そ
れ
と
、
区
協
議
会
(
切
内

N
E
a
r舟
町
内
広
ー

l
各
医
総

員
二
一
名
)
の
そ
れ
で
あ
る
。

西
ド
イ
ツ
の
地
方
自
治
体
全
般
の
傾
向
と
も
い
え
る
が
、
マ
ン
ハ
イ
ム
市
政
の
場
合
も
政
策
討
議
、
行
政
コ

{
U
)
 

ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
関
と
し
て
の
市
議
会
の
地
位
は
向
く
、
そ
こ
で
の
最
大
の
議
員
団
と
し
て
の

S
P
D
の
果
し
て
い
る
役
割
は
大
き
い
。
住

「
自
治
体
政
策
」
が
市
会
議
員
団
を
通
じ
て
日

宅
・
土
地
対
策
、
環
境
保
護
、
交
通
対
策
、
雇
用
問
題
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
な
ど
党
の

(ロ)

々
実
現
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
市
議
会
の
審
議
、
議
員
団
の
動
向
は
市
内
で
最
多
の
購
読
者
を
有
す
る
地
域
日

刊
紙
(
マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場
合
「
マ
ン
ハ
イ
マ

l
モ
ル
ゲ
ン
」
紙
)
を
通
じ
刻
々
市
民
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
市
会
議
員
団
は
市
庁

舎
内
に
事
務
所
・
控
宗
を
確
保
し
て
お
り
、
党
地

K
連
合
の
有
力
幹
部
が
市
会
議
員
と
兼
任
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
市
政
に
関
わ
る

S
P
D

の
重
要
案
件
(
例
え
ば
市
会
議
員
選
挙
に
向
け
た
党
の
自
治
体
政
策
、
議
員
侠
補
リ
ス
ト
の
原
案
)

庁
舎
内
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

の
討
議
が
地
区
事
務
所
で
は
な
く
、
市

一
方
ぱ
協
議
会
の
方
は
各
市
区
に
置
か
れ
、
区
の
住
民
生
活
に
関
わ
る
行
政
上
の
問
題
を
協
議
し
、
住

民
の
意
向
を
市
当
局
に
反
映
さ
せ
る
機
関
で
あ
る
ο

協
議
只
は
市
議
会
選
挙
の
各
区
の
得
票
に
応
じ
て
各
党
派
に
配
分
さ
れ
る
方
式
で
決
め
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ら
れ
る
が
、
市
議
会
の
よ
う
な
議
決
権
を
持
つ
立
法
機
関
で
は
な
く
、
市
行
政
部
の
諮
問
機
関
的
な
位
置
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
法

的
権
限
は
別
に
し
て
も
地
域
住
民
に
直
接
関
わ
る
市
政
上
の
代
議
機
関
と
し
て
果
す
そ
の
役
割
は
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
政
党
の
居
住
支
部

と
並
ぶ
「
参
加
民
主
主
義
」
推
進
の
装
置
に
な
り
え
る
も
の
で
あ
る
。
区
協
議
会
の
審
議
内
容
は
支
部
機
関
紙
や
月
刊
の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
紙
を
通
じ
、
住
民
に
よ
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

第
二
に
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
組
織
は
「
共
同
活
動
グ
ル
ー
プ
」

F
H
Z正
常
5
2ロ
印
口

E
主
で
あ
る
。

こ
の
組
織
は
党
全
国
規
約
で
も

認
め
ら
れ
て
お
り
、
連
邦
レ
ベ
ル
か
ら
居
住
支
部
ま
で
各
層
に
分
れ
、
職
業
、
課
題
、
性
、
年
令
な
ど
を
基
準
と
し
た
専
門
別
党
員
集
団
と

地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
比
較
的
多
く
の
地
域
党
組
織
で
設
置
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て

「
社
会
民
主
主
義
婦
人
共
同
活
動
グ
ル

l

プ
」
ハ
略
称
〉
ω明
〉
、
「
青
年
社
会
主
義
者
共
同
活
動
グ
ル
ー
プ
」
(
』

5
。
)
、
「
被
雇
用
者
問
題
共
同
活
動
グ
ル
ー
プ
」
(
〉
同
〉
)
、
「
自
営
業
者
共

同
活
動
グ
ル
ー
プ
」

(krcg、
「
社
会
民
主
主
義
法
律
家
共
同
活
動
グ
ル
ー
プ
」
(
〉
巴
)
、
「
社
会
民
主
主
義
自
治
体
政
策
グ
ル
ー
プ
」

(ω
の
車
、

を
指
摘
で
き
る
。
マ
ン
ハ
イ
ム
の
場
合
こ
れ
ら
活
動
グ
ル
ー
プ
は
全
市
を
包
括
す
る
形
で
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
青
年
、
婦
人
、
自
治
体
政

策
に
つ
い
て
は
居
住
支
部
に
ま
で
、
被
雇
用
者
問
題
に
つ
い
て
は
企
業
、
官
庁
内
に
ま
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
勤
労
者
、
住
民
と
よ
り
密
着

す
る
形
で
専
門
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に

S
P
D
の
地
域
の
日
常
活
動
は
、
通
常
組
織
の
そ
れ
と
並
び
、

こ
れ
ら
活
動
グ
ル
ー
プ
独
自
の
、
自
発
的
、
専
門
的
活
動
と

し
て
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
環
境
保
護
、
反
核
、
労
働
条
件
の
改
善
等
を
求
め

S
P
D
以
外
の
政
治
的
・
社
会
的

集
団
と
も
協
力
し
、
集
会
、
デ
モ
と
い
っ
た
政
治
的
催
物
を
実
行
す
る
場
合
も
多
い
。
労
働
争
議
の
際
に
は
労
組
指
導
部
と
地
区
・
企
業
内

の
S
P
D
「
被
雇
用
者
問
題
グ
ル
ー
プ
」
の
接
触
は
密
に
な
る
し
、
最
近
の
一
連
の
市
民
組
織
連
合
に
よ
る
反
核
・
平
和
行
動
で
は
各
地
の

「ユ

i
ゾ

l
」
や
「
社
民
婦
人
グ
ル
ー
プ
」
の
独
自
参
加
が
目
立
っ
た
。
ま
た
先
に
言
及
し
た
一
五
鬼
弱
の
能
動
的
党
員
の
場
合
居
住
支
部

役
員
の
ほ
か
に
、
こ
れ
ら
共
同
活
動
グ
ル
ー
プ
の
ア
ク
チ
ブ
で
あ
る
ケ
l

ス
も
多
い
。
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N
N
N
G
N
N
・N
l
H
)
唱
の
灘
科

(.-<) Mannheimer Stacltkuncle (Mannheim， 1982)， S. 68戸 82.'J (:拾っ pλ';-"'1倍以吋¥' ì-'芹 lこ守1J*-i2.，;> 9 \，-，〆世 91組三{〆~:l:1:ヨ

ai号;;0 l?2~!1 4尽潤\'-'.，守的。

(N) 者~iffi[綴 4~ 刻中争議採 'i-'':(.;二宮〆 1~'i-'!1 1 .く ~O社!.2て ~ìト入→く <4回4とやま手 10 従量E 訓話説草生...lì-'~~ゾ 1兵O半年l-!1笠宮ま 1i9$話回~'i-';at 

主語頬許認 Q~gl* ..lJ必心 f 荊Fl!:)...l ¥.J :，的。 'J9蛍 0~団長紙芝 1 iト司/千引く5i'i-'1く平百叶駒井静堂9ii同五E!1.，;>-0¥'i-':'!{do 制-i2{n;昭事誕¥:.l

-H← 'i-'!1 1~1 亘社二J同弐o-<vスー 'jト入(;l1 ~0i~由主総 0111 認とd ト入くャ-1-\2∞口同凸\:.l屯"5! i-' :， >Qo D. Fricke， a.a.O， S. 536-537. 
]. Schaclt (Hg)， 1m Dienst an cler Republik-Die Tatigkeitsberichte cles Lanclesvorstancls cler Sozialclemokratischen Par-

tei Baclens 1914-1932 (Stuttgart， 1977)， S. 23-26， 218. ]. Schadt， W. Schmierer， Die SPD in Baden-W日rttembergund ihre 

Geschichte (Stuttgart， 1979)， S. 316-317. 

(的) j' 入 ~-<1さ議相会rfJ P吋白後由主!B 0 幽る〈〆 E軍属はひムì-':':!/ H.九N'eber，]. Schaclt (Hg)， Politik f日1・Mannheim，100 Jahre 
SPD Gemeinderatsfraktion (Mannheim， 1978)込111主J二。

(司)

‘ーュ3
Ij'i"iil 

4芸

最近の各種選挙政党7JIJ得票率一覧(マンハイム市の場合)

選 挙(選重挙量時類jI 連邦議会 チH
(84議.3) 

え3斗" ヨーロツバ議会 市 議 (i< 

政 党
(83.3) (84.6) (84.10) 

投 票 率 86.6~も 65.65'0 59.95'ら 55.65'0 

社会民主党 (SPD) 44.4% 48.6% 48.4% 43.3% 

キリスト教民主同盟 (CDU) 42.05も 40.85'0 41.05'0 37.1% 

白山民主党 (FDP) 6.4% 3.270 6.25'0 1.8% 

緑の党 (DieGrunen) 6.2% 6.6% 3.1% 9.7% 

共産党 (DKP) 0.65'0 0.7% 0.9% 2.0% 

(1) 

(注) 連邦議会選挙結果は第二投票(政党リスト投票)結果である。市議会選挙結果の得票率は暫定的なものであるo

Vgl. Wahlverhalten in Mannheim zum Wahljahr 1984 (Amt fur Stacltentwicklung und Statistik der Stadt 
Mannheim (Hg)， 1984)， Mannheimer Morgen (29. 10. 1984). 
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マンハイム市議会党派別議J1I;)変動ぷ

ゴド )立
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(注) MLニMannheimerListe (市政レベノレでのみ存夜する党派)， G=Die Grunen. 

V gl. Politik fur Mannheim， S. 196， Mannheimer ~Iorgen (29. 10. 1984)， (10/11. 11. 1984). 
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ML  

i& 

R
N
(
的
自
-
N
H
)
也
的
潟
判

4ヨ」こ言語話国 Q の凸~O .lt記主革新〈桜 0 4'H亙宰ヰヨ掻召E 斗やム ν A-I，/ R. St白ss(Hg)， Parteien Handbuch， Bd. 2 (Sozialdemokratische 

Partei Deutschland) (Opladen， 1984)' 後:!t主J二。

(回) Vgl. Organisationsstatl1t der SPD， S. 9-10 (Gliederl1ng)， Statl1t der SPD Kreisverband Mannheim.択制盟駁怠滑-'='05:

~~(l:\ :1 ~-: C' ¥-J二時 C~i / Z ~出i3:三三〆 ι〈ヤ H 宅入三三必 1人j 可窓口士'P~号 r守。 平E芝 G~J2認定f 主~~訴'1('二いA-I，〆 Jahrbuch der SPD， 

1982-1983 (Bonn， 1984)， S. 280-282， 345-346， Parteien Handbuch， Bd. 2， S. 2171-79， ~\~2 。

(也) Geschaftsbericht von SPD Kreisverband Mannheim， 1984 当選必ポ芯議....~ '. ，二Jく.:，J('2.; .てくO同/何共てく守':)，¥-J-¥宅c/ 亘社示

日記ずにOC-<:特〉宮真J γ 二時。自土三抄(号音 G~密主主 '1 や二 ~J ::/ Z ;:c~ミ， .♂;:L.::::JC認網干J... ;/主~'-<:;j!子 4 ソー üü-< :;j斗-1 0 認毛・ $li

÷ご例追及-;Ç:ぐ 1 二己I~~トや枠制」ドニ t(l )J -\J':ム lモ ~J~ い二時 o SPD von innen， S. -19-52 (去~~な司 1 川一辺 1~ば〉。塑~亘社E

eト入〈ト斗さの仏aG iJ2主主総G需君主主月三0)週土 3

回
一
総
吋
五
区

e
w
l
N相
川
竹
白
羽
記
、
n
T
L
U
{
町
内
町
長
両
日
吉
川
銭
安



司

N
N
Q
N
N

・N
1
H〉
由
的
巾
湖
特

ぶ\\~~I 1980 1981 1982 1983 

総 数 3815 3646 3597 3787 

男 2865 2716 2686 2805 

女 950 930 911 982 

入党者 226 89 208 353 

脱党者 137 152 164 93 

経

乱軍

Vgl. Geschaftsbericht von SPD Kreisverband Mannheim 1982， 1984. 

(ド) Vgl. Statut von SPD Kreisverband Mannheim， Der Igel (Parteiorgan von Ortsverein Mannheim駒Feudenheim)Maif 

J uni 1982. ~~翻京町長00・同氏誕生盛--\1ム ^"'0 t!m:::当 11000 1'士 "'~lι0 1!i2!2 櫛笥H眠時封時~嶋崎。が~匝明言~Q 釈最高 Cm:::健) i将

t!合~0~望む(経過t!トえたミ〕。

月収 I0-600 Iル i1200~|1ル 12側- 1 叫 l4000~17∞0- 1 
1200 I 15∞ 2000 I 3∞o I 4∞o I 70∞~  

3，一 5，一 6，一 8，一 12，一 50，一 120，一 400，一

党 7，一 9， 15，- 60，一 150，一

10，一 20，一 70，一 200，一

11，一 25，一 80，一 250，一

30，一 100，一
費 35，一

45，一

Vgl. Organisationsstatut der SPD (1983)， S. 13. 



地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

(
8
)
ω
苫

)
gロ
E
Z
P
ω
・∞

H
g
(邦
訳
紹
介
五
一
九
二

O
頁
〉
。
こ
こ
で
は

N
R
W
州
居
住
支
部
の
平
均
出
席
率
は
、
定
例
集
会
で
二
ハ
%
、
年
次
集

会
で
二
四
%
と
判
断
さ
れ
、
ま
た
「
活
動
家
層
」
二
一
%
、
「
準
活
動
家
」
層
一
二
一
%
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ハ
9
)

∞
坦

)
gロ
5
5
p
ω
・由

HHCAF(邦
訳
紹
介
五
一
九

i
五
二
二
頁
〉
。
こ
れ
に
よ
る
と
党
外
向
け
活
動
は
川
街
頭
集
会
、
屋
外
情
報
九

F
Y
ト
な
ど

S
P

D
に
伝
統
的
な
政
治
的
示
威
・
宣
伝
山
政
治
的
伝
達
と
親
睦
・
娯
楽
活
動
を
結
び
つ
け
た
各
種
の
集
い
間
労
働
組
合
な
ど
社
会
的
集
団
と
の
接
触
・
協
働
凶

新
聞
・
情
宣
活
動
、
の
肉
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
凶
の
伝
統
的
活
動
の
不
人
気
が
多
く
の
支
部
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る

(HEチ

ω・
ロ
申
)
。
マ
ン

ハ
イ
ム
市
の
場
合
、
筆
者
が
調
査
し
た
時
点
が
市
会
議
員
選
挙
開
始
時
期
で
も
あ
り
、
各
種
の
集
い
や
情
立
ピ
ラ
配
布
、
プ
ラ
カ
ー
ド
・
ポ
ス
タ
ー
取
付
け

が
な
さ
れ
て
い
た
。

(
叩
)
「
飲
み
屋
」
(
円

or巳
)
は
、
関
ロ
巴
-M0・
C
同
丘
三
官

gw
と
も
呼
ば
れ
、
一
九
世
紀
末
以
来
、
政
党
活
動
の
み
な
ら
ず
労
働
運
動
、
余
暇
活
動
の
た
め
の
労
働

者
層
の
溜
り
場
的
役
割
を
果
し
て
い
た
。
し
か
し
現
在
そ
の
場
の
果
す
役
割
は
低
下
し
て
い
る
。
余
暇
活
動
の
充
実
・
多
様
化
、
家
庭
状
況
の
改
善
は
、

労
働
者
層
の
「
飲
み
屋
」
通
い
の
必
要
性
を
弱
め
た
こ
と
も
大
き
く
、
ま
た
政
党
や
余
暇
ク
ラ
ブ
の
催
し
は
、
文
化
会
館
、
住
民
集
会
場
な
ど
公
的
施
設
で

実
施
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
「
労
働
者
飲
み
屋
」
の
実
態
、
役
割
に
つ
い
て
は
、
言
及
す
る
研
究
書
も
多
い
が
、
第
二
帝
政
期
か
ら
の
そ
の
変
化
に

も
吾
一
一
回
及
し
た
∞

-
H
N
E
r・
〉
手
包
芯
門
口

s
r
r円
〉
手
丘
二
戸
内
仔
干
の
目
。

P
P
5
3
)、
が
特
に
参
考
に
な
っ
た
。
マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
古
い
都
市
区
フ
オ
イ

デ
ン
ハ
イ
ム
で
も
、
政
党
集
会
や
余
暇
F
ラ
ブ
の
例
会
は
設
備
の
整
っ
た
文
化
ホ
ー
ル
で
大
体
行
わ
れ
て
お
り
、
役
員
同
聞
の
集
ま
り
は
個
人
の
自
宅
で
持
た

れ
る
場
合
も
多
い
。
し
か
し
親
陸
、
意
見
交
流
の
場
と
し
て
の
「
常
連
飲
み
屋
」
は
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

党
日
刊
機
関
紙
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
次
大
戦
直
前
に
は
、

s
p
D
日
刊
紙
は

F
イ
ツ
全
国
で
九

O
紙
あ
り
、
一
五

O
万
の
発
行
部
数
を
誇
っ
て
い

フ
ォ
ア
ベ
戸
ヅ

た
。
現
在
も
、
か
つ
て
の
党
中
央
機
関
紙
も
兼
ね
て
い
た
「
前
進
」
は
存
在
す
る
が
、
週
刊
紙
で
あ
り
、
あ
ま
り
党
員
に
愛
読
さ
れ
て
い
な
い
。
『
「
前
進
」

よ
り
も
「
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
」
の
方
が
ず
っ
と
有
議
で
す
よ
」

(
S
P
D
フ
オ
イ
デ
ン
ハ
イ
ム
居
住
支
部
書
記
長
談
)
。
人
気
の
あ
る
党
情
報
紙
と
い
え
ば
『
社

会
民
主
主
義
者
マ
ガ
ジ
ン
』
(
略
称
S
M
〉
と
い
う
月
刊
紙
で
あ
ろ
う
。
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
の
分
量
で
写
真
も
多
く
、
記
事
も
党
史
か
ら
地
域
の
党
活
動
ま
で
多

様
で
、
八

O
万
部
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。
〈
間
】

-
T
Z
σ
ロ口

r
L
R
'
ω
H
V一C
H
S
M
i
g
-
∞
-NCoiN2・

(
日
)
マ

γ

ハ
イ
ム
市
の
統
治
機
構
の
大
枠
は
、
公
選
に
よ
る
市
議
会
、
市
長

(
O
Z忌
口
町
間
R
5
0
5
0円
)
の
二
元
的
体
制
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
長
は
投
票
権

(
一
票
)
を
有
す
る
市
議
会
の
議
長
で
あ
り
、
一
方
市
長
を
補
佐
し
、
行
政
各
部
局
の
責
任
者
の
任
務
を
分
担
す
る
五
人
の
助
役
(
回
目

a
R
B
O
E
R
)
は
市

議
会
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
。
〈
m--UOH
宮
白
ロ
ロ

Z
-
B
2
のめ

B
O
E
R
E
H
E
T
H申
E
(
ω
S仏
S
E
r
-〈
宮
mロロ
r
o
-
g
(国
間

r
g
E
F
司。

-x-rhE円

宮
世
ロ
ロ

r
o
F
B
i
H
O
O
F
Z
o
ω
阿
川
り
の
め
自
色
ロ
仏
相
同
国
門
田
町
吋
由

E
-
c
p
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説

(
ロ
)
市
会
議
員
聞
か
一
中
心
に
決
定
さ
れ
た
八
四
年
秋
の
市
議
会
選
挙
に
向
け
た
S
P
D
の
政
策
大
相
酬
は
、
山
マ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
住
居
間
マ
ン
ハ
イ
ム
に
お

け
る
労
働
問
マ

γ

ハ
イ
ム
に
お
け
る
交
通
と
環
境
凶
マ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
社
会
生
活
問
マ
ン
ハ
イ
ム
に
お
げ
る
教
育
と
自
由
時
間
、
の
五
頂
点
項
日
か
ら

な
っ
て
い
た
。
巴
笠
宮
門
g
ロ
ω
可
。
云
向
ロ
ロ
r
o
山
口
戸
|
ω
ロ
r
君
。
G
E
ロ
T
O
N
ロ
門
の
0
5
2
E
2
2
2
d
r
て
E・

(
臼
)
十
一
二
名
の
党
地
区
迎
合
執
行
部
員
の
う
ち
委
員
長
を
含
め
七
人
が
市
会
議
員
、
三
名
が
州
議
会
議
員
で
あ
る
。
な
お
党
の
け
い
体
的
な
政
策
立
案
の
事
情
に

つ
い
て
は
党
地
医
述
合
事
務
局
長
W
・ェ

l
-
フ
氏
か
ら
多
く
の
情
報
を
得
た
。

(

H

)

「
地
区
協
議
会
」
の
現
状
は
、
権
限
の
弱
さ
も
あ
る
が
、
協
議
員
総
数
、
開
催
頻
度
の
回
か
ら
も
な
お
「
参
加
民
主
主
義
の
袋
町
」
と
し
て
は
彬
め
て
不

十
分
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
紙
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場
合
二

1
一
一
一
の
区
に
ま
た
が
る
月
刊
紙
が
あ
り
、
各
戸
配
布
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
新

聞
の
内
作
は
行
政
上
の
述
給
、
教
会
・
政
党
・
余
暇
F
ラ
ブ
の
動
向
、
商
庖
の
案
内
な
ど
地
域
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
諸
情
報
で
あ
る
。

(
日
〉
党
全
悶
規
約
十
条
に
「
特
別
な
諸
課
題
の
た
め
に
党
執
行
部
の
決
議
に
基
づ
き
党
内
に
共
同
活
動
グ
ル
ー
プ
を
設
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
の
活
動
グ
ル

-
プ
は
そ
の
た
め
に
党
執
行
部
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
原
則
に
従
う
こ
と
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
。
『
間
白
H
H
U
m己
C
ロ
切
間
同
伊
丹
E
H
仏
R
ω
H
U
ロwω・

5
・

各
止
の
疋
式
名
称
は
、
〉
ω
明
日
〉
司
ゲ
o
-
z
m
O
B
O
E
E
E
P
ω
O
N
2
5
0
B
o
r
吋
目
立
日
n
r
R
司
岡
田
口
o
p
一
『
5
0
H
k
r
手
n
F
仲
間
四
四
白
色
ロ
凹
ロ
「
印
公
L
R
H
ロ
ロ
加
m
O
N
E
-
a

U
件
。
P
〉
同
〉
U
〉
円
ゲ
2
g
m
m
w
B
E
ロ
凹
n
y
日
同
片
岡
出
円
〉
吋
V
2
g
o
F
g
m
w
広
岡
山
問
。
P
〉
の
∞
H
〉
同
r
o
-
仲
間
間
σ
B
O
F
ロ
ω
ロ
ゲ
阻
止
ω
o
-
r
田
仲
間
口
《
民
間
0
・
〉
∞
一
『
HH
〉
吋
r
o
伊
丹
田
出
命
日
中

日
目
ロ
ゲ
田
町
丹
ω
C
N
H
即
日
仏
O
B
D
r
同
由
同
即
凹
ロ
ゲ
2
】
ロ
江
田
S
F
ω
の
同
日
∞
C
N
E
E
O
E
O
-
内
門
阻
止
凹
n
F
ゅ
の
O
E
O
-
g
n
r
同
町
同
町
田
門
閃
c
g
B
E
E
-
日
M
O
T
-
r
で
あ
る
。

N
R
W

州
S
P
D
の
調
査
で
は
、
共
同
活
動
グ
ル
ー
プ
設
置
市
中
は
居
住
支
部
の
大
き
さ
に
比
例
す
る
乙
と
が
一
び
さ
れ
て
い
る
。
四
O
人
以
下
の
三
二
支
部
で
は
一
O

%
程
度
の
設
校
率
に
刻
し
、
三
O
O
人
以
上
の
大
支
部
で
は
九
O
%
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
A
S
F
」
「
J
U
S
O
」
の
設
置
率
が
群
を
抜
い
て
向
い
。

ω
坦

)

〈

C
ロ
山
口
ロ
g
w
ω
a
i
a
w
E
由
(
邦
訳
紹
介
五
一
七
、
五
二
O
頁
)
。
さ
ら
に
、
]
V
R
Z
一
S
E
E
L
Z
口

Y
∞
【
「
ド
ω
-
N
H
g
l
宮
、
参
照
。

(
v
m
)

八
二
年
度
「
附
加
者
問
題
グ
ル
ー
プ
」
マ
ン
ハ
イ
ム
支
部
の
活
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
職
場
委
員
、
企
業
・
官
庁
グ
ル
ー
プ
を
確
立
し
、
労
働
者
逮
へ
の
世

話
役
活
動
、
s
p
D
の
政
策
の
伝
達
、
職
場
新
聞
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
市
議
会
選
挙
な
ど
へ
の
カ
ン
パ
集
め
、
労
働
組
合
役
員
と
の
接
触
、

居
住
支
部
の
集
会
へ
の
協
力
、
講
演
会
、
週
末
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
企
業
(
原
発
)
視
察
、
も
や
っ
て
い
る
。
〈
m
-
-
C
E
口
『
阻
止
m
r
o
片
山
口
宮
内
同
日
ω
苫
)

同
月
一
回
2
円
r
m
ロ
仏
呂
町
民
同
国
町
内
~
日
H
S
N
・

論
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社
会
民
主
主
義
系
社
会
集
団
と
そ
の
役
割

社
会
民
主
党
的
理
念
、
社
会
民
主
党
の
立
場
に
合
致
す
る
政
策
を
国
民
の
日
常
生
活
の
レ
ベ
ル
で
推
進
し
て
い
る
の
は
政
党
と
し
て
の

S

P
D
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
帝
政
期
、

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
と
通
じ
た

S
P
D
の
活
動
の
歩
み
を
み
れ
ば
、
政
党
と
し

て
の

S
P
D
と
労
働
組
合
、
消
費
協
同
組
合
な
ど
の
大
衆
的
社
会
集
団
と
の
相
互
関
係
は
強
く
、
こ
れ
ら
政
治
的
・
社
会
的
諸
組
織
の
絶
え

地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

ざ
る
協
働
を
通
じ
、
労
働
者
層
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
国
民
に
と
っ
て
、
漸
進
的
に
民
主
的
な
社
会
参
加
の
資
格
の
獲
得
と
物
質
的
・
精
神

ナ
チ
ス
統
治
と
大
戦
を
経
た
ボ
ン
共
和
国
期
に
な
っ
て
も
こ
れ
ら
と
の
継
続

的
に
豊
か
な
社
会
生
活
の
享
受
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

伎
は
断
ち
切
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

s
p
D
と
理
念
的
に
も
人
的
に
も
結
び
付
き
の
強
い
社
会
的
集
団
が
市
民
生
活
に
根
を
張
り
、
大
き

な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
の
が
現
在
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
社
会
民
主
主
義
の
重
要
な
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
社
会
民
主
主
義
系

社
会
集
団
と
呼
称
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

マ
ン
ハ
イ
ム
市
に
あ
っ
て
こ
の
社
民
系
社
会
集
団
と
し
て
は
ま
ず
ド
イ
ツ
労
働
組
合
連
合
(
り
の
切
)
と
そ
の
翼
下
の
産
業
別
組
合
を
指
摘

D
G
B
は
一
七
の
産
業
別
労
組
の
連
合
組
織
で
あ
り
、
全
国
的
に
は
八
割
の
労
組
加
入
被
雇
用
者
(
七
七
四
・
六
万
人

(
八
三
年
末
)
)
を
組
み
込
ん
で
い
る
。

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

マ
ン
ハ
イ
ム
地
区
(
マ
ン
ハ
イ
ム
市
と
そ
の
周
辺
自
治
体
)
で
は
十
一
・
三
万
人
の
組
合
員
を
擁
し

こ
の
地
区
は
電
気
、
機
械
・
自
動
車
、
化
学
な
ど
の
領
域
の
大
工
場
が
並
存
し
て
お
り
、

高
く
、
労
組
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

D
G
B
を
含
め
ド
イ
ツ
の
労
働
組
合
は
第
二
次
大
戦
後
政
党
と
は
独
立
の
立
場
を

一
層
明
確
に
さ
せ
、
選
挙
時
で
も
組
織
ぐ
る
み
の
特
定
政
党
支
援
活
動
は
み
ら
れ
な
い
。

き
は
不
変
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
人
脈
、
思
想
・
政
策
両
側
面
か
ら
指
摘
し
え
る
。

て
い
る
。

労
働
者
(
〉
手

5
2
)
層
の
組
織
率
が

し
か
し

D
G
B
系
労
組
と

S
P
D
の
強
い
結
び
つ
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-
2
L
 

h
t
u
 

z
j
 

人
的
側
面
で
言
及
す
れ
ば
ま
ず
そ
の
指
導
層
で
の
一
体
性
の
強
さ
で
あ
る
。
労
働
組
合
(
特
に

D
G
B
系
)
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
指
導

層
、
活
動
家
の
圧
倒
的
多
数
は

S
P
D
党
員
で
あ
る
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

「
雇
用
者
問
題
グ
ル
ー
プ
」

一
方
S
P
D
は

の
基
礎
組
織
を
各

-:A. 
/I!J!J 

経
営
体
に
置
い
て
党
の
職
域
活
動
の
中
核
と
し
て
い
る
。

ま
た

S
P
D
地
区
連
合
幹
部
や
市
会
議
員
団
の
多
く
は

D
G
B
系
組
合
出
身
者
で

あ
る
。

マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場
合
で
み
れ
ば
党
地
方
組
織
の
中
核
た
る
市
議
会
議
員
団
二
二
名
(
八
三
年
末
)
中
一
七
名
は
金
属
労
組
、
公

務
・
運
輸
・
交
通
労
組
、
教
員
組
合
な
ど

D
G
B
翼
下
の
有
力
労
組
出
身
者
で
あ
る
。
そ
し
て
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
こ
の
議
員
の
多
く
は

党
地
区
連
合
の
役
員
を
兼
ね
て
い
る
。

D
G
B
系
労
組
l
s
p
D
市
会
議
員
団
|
党
地
域
組
織
指
導
層
と
い
う
三
者
の
人
的
一
体
性
の
強
さ

は
現
在
の

S
P
D
の
意
義
深
い
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
労
働
者
層
、

D
G
B
系
労
働
組
合
員
が

S
P
D
党
員
の
供
給
源
、
選
挙
で
の
集

票
源
で
あ
る
こ
と
は
現
在
な
お
妥
当
す
る
重
要
な
事
実
で
あ
る
。

P
D
拠
点
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

人
的
結
合
以
上
に

D
G
B
が
掲
げ
る
理
念
・
政
策
と

S
P
D
の
そ
れ
の
共
通
性
の
強
さ
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
党
と
し
て

の
S
P
D
と
利
益
集
団
の

D
G
B
と
の
聞
に
は
役
割
、
目
標
に
相
対
的
な
差
が
あ
る
も
の
の
、
労
働
す
る
人
々
の
尊
厳
と
社
会
的
に
正
当
な

マ
ン
ハ
イ
ム
市
に
お
い
て
も
労
働
者
層
居
住
区
は
今
な
お
選
挙
時
で
の

S

地
位
の
確
立
を
基
本
目
標
と
す
る

D
G
B
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
労
働
組
合
の
日
常
的
諸
活
動
の
進
展
は
、

同
時
実
現
と
い
う
社
会
民
主
主
義
的
理
念
の
実
現
、
浸
透
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
Q

「
自
由
」

「
連
帯
」

「
公
正
」

D
G
B
と
と
も
に
社
会
民
主
党
系
社
会
集
団
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
保
持
す
る
団
体
に
「
労
働
者
福
祉
団
」
(
〉
同
宮
伊
丹

2
君。
E
F
F三
)

と
「
消
費
協
同
組
合
」
(
問
。
口
出
口

g
m
g。∞担問ロ印口
r阻
止
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
労
働
者
福
祉
団
」

は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
か
ら
存
在
す
る
社
会
奉
仕
活
動
組
織
で
あ
り
、
老
人
、
身
体
障
害
者
、
青
少
年
、
外
人
労
働
者
・

亡
命
者
に
対
し
様
々
な
扶
助
・
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場
合
二
五

O
O人
の
会
員
と
四

O
O人
の
協
力
者
か
ら
成
り

ハ
一
九
八

O
年
末
)
、
地
区
本
部
の
ほ
か
に

S
P
D
と
同
様
各
都
市
区
に
居
住
支
部
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
老
人
ホ

l
ム
・
集
会
所
、
青
少
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年
セ
ン
タ
ー
、
自
然
の
家
な
ど
数
多
く
の
社
会
施
設
を
独
自
に
運
営
し
て
い
る
。

s
p
D
と
は
人
的
に
も
施
設
面
で
も
結
び
つ
き
が
強
く
、

福
祉
団
の
役
員
の
多
く
は

S
P
D
指
導
層
に
属
す
る
人
々
で
あ
り
、
福
祉
団
と

S
P
D
の
地
区
事
務
所
が
同
じ
建
物
内
に
あ
る
と
い
う
ケ
ー

ス
も
多
い
。
マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場
合
事
務
所
は
分
離
し
て
い
る
も
の
の
、
二
二
名
の

S
P
D
市
会
議
員
の
う
ち
一
八
名
は
福
祉
団
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
り
、
そ
の
団
長
は
前
党
議
員
団
長
で
あ
っ
た
。

消
費
協
同
組
合
は
ド
イ
ツ
で
は
労
働
組
合
運
動
と
平
行
し
て
発
展
し
た
労
働
者
層
の
消
費
生
活
防
衛
・
改
善
の
た
め
の
社
会
的
集
団
で
あ

っ
た
。
す
で
に
第
一
次
大
戦
直
前
に
は
、
全
国
で
一
一

O
九
の
消
費
組
合
支
部
が
作
ら
れ
、

一
七
二
万
の
組
合
員
、
二
一
万
人
の
従
業
員
を
持

地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

つ
大
組
織
に
な
っ
て
い
た
。
現
在
経
営
形
態
も
庖
舗
規
模
も
市
場
競
争
に
耐
え
う
る
よ
う
編
成
変
え
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
前
と
は
様
相
を
異

に
し
て
い
る
が
、
住
民
の
消
費
生
活
を
防
衛
・
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
と
い
う
百
年
の
方
向
性
に
は
変
化
は
な
い
。
全
国
で
三
一
二

O
O庖
舗
、

O
Z
の
販
売
シ
ェ
ア
を
確
保
し
、
マ
ン
ハ
イ
ム
市
で
も
各
区
に
「
コ

l
プ
」
マ

l
ク
の
庖
舗
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
「
ド
イ
ツ
労
働
組

は
中
央
、
地
域
各
々
の
レ
ベ
ル
で
こ
の
消
費
組
合
に
対
し
て
経
営
人
事
、
株
式
所
有
の
面
で
強
く
関
っ
て
い
る
。

合
連
合
」

労
働
組
合
や
福
祉
団
ほ
ど
も
人
的
、
組
織
的
に
直
接
的
な
結
び
つ
き
は
現
在
で
は
な
い
が
、

s
p
D
の
伝
統
的
な
日
常
活
動
と
強
い
連

続
性
を
有
し
、
社
会
民
主
主
義
の
理
念
と
一
致
す
る
も
の
と
し
て
、

(〈。
-
z
y
o
n
-
H由
ロ
『
巳
巾
)
の
存
在
に
も
言
及
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

多
種
多
様
な
「
余
暇
ク
ラ
ブ
」
(
出
岳
写

5
2
5
)
と
「
市
民
大
学
」

第
二
次
大
戦
前
に
は
地
域
の

S
P
D
は
労
働
組
合
と
協
力
し
て
様
々
な
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
を
発
達
さ
せ
て
き
た
。

ド
イ
ツ
各
地
域

に
は
居
住
区
を
中
心
と
し
て
名
称
の
先
頭
に
「
労
働
者
」
を
冠
し
た
サ
ッ
カ
ー
、
体
操
、
射
撃
、
合
唱
、
自
然
愛
好
、
庭
い
じ
り
、
小
動
物

飼
育
な
ど
多
く
の
余
暇
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
た
。

s
p
D
や
労
働
組
合
に
加
わ
る
勤
労
者
達
が
こ
の
組
織
で
の
活
動
を
通
じ
、
彼
等
の
余
暇
を

豊
か
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
仲
間
意
識
を
培
っ
た
。
ナ
チ
ス
の
統
治
下
こ
れ
ら
労
働
者
ク
ラ
ブ
プ
の
大
半
は
解
散
を
余
儀
な
く

し
か
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
大
戦
前
労
働
者
l
s
p
D
系
組
織
と
別
個
に
存
在
し
て
い
た
市
民
的

さ
れ
た
が
、
戦
後
勢
い
よ
く
復
活
し
た
。
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説

(EHm町
内
ユ
江
戸
)
な
ク
ラ
ブ
と
合
併
す
る
形
、

「
労
働
者
」
を
名
称
に
取

ごさp、
WlU 

あ
る
い
は
市
民
的
ク
ラ
ブ
に
編
成
し
な
お
す
形
で
の
復
活
で
あ
り
、

(
9
)
 

り
入
れ
た
余
暇
ク
ラ
ブ
は
西
ド
イ
ツ
で
は
希
少
で
あ
る
。

と
は
い
え
こ
れ
ら
の
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
の
余
暇
ク
ラ
ブ
に
は
多
く
の

S
P
D
党
員
も
加
わ
っ
て
お
り
、
形
態
的
に
も
、
活
動
面
で

も
戦
前
の
そ
れ
と
の
強
い
連
続
性
は
否
定
し
が
た
い
。
概
し
て
そ
れ
ら
の
政
治
的
色
彩
は
希
薄
で
あ
り
、
政
党
と
し
て
の

S
P
D
と
の
組
織

的
結
合
は
弱
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
余
暇
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
発
展
は
ド
イ
ツ
社
会
民
主
主
義
の
思
想
と
深
い
共
通
性
を
有
す
る
も
の
で
あ

り、

s
p
D
党
員
の
多
く
が
こ
の
ク
ラ
ブ
に
属
し
、
そ
こ
で
の
活
動
、
人
的
結
び
つ
き
を
通
し
て
、

見
落
し
え
な
い
事
実
で
あ
る
。

s
p
D
の
影
響
を
強
め
て
い
る
こ
と
は

私
、
が
調
査
し
た
マ
ン
ハ
イ
ム
の
一
都
市
区
(
人
口
一
・
五
万
)

フ
才
イ
デ
ン
ハ
イ
ム
(
匂
巾
口
円
同
町
ロ
rmFB)
だ
け
で
も
、

一
O
O年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
も
の
を
含
め
一
ニ

O
以
上
の
余
暇
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
、
約
半
数
の
区
住
民
が
参
加
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
余

「
市
民
団
体
連
合
」
(
回
白
羽
町
司
君
B
m古
田
口
『
目
立
を
作
り
、
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
区
の
祭
典
を
主
催
し
た
り
、

(
U
)
 

区
文
化
会
館
を
管
理
し
た
り
、
区
の
生
活
環
境
問
題
に
も
発
言
し
て
い
る
。

s
p
D
の
伝
統
的
日
常
活
動
、
そ
れ
ら
の
影
響
と
い
う
こ
と
で
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
に
さ
ら
に
「
市
民
大
学
」
(
〈
巳

F
r
s
'

r
E
r巳
立
が
あ
る
。
第
二
次
大
戦
前
の

S
P
D
の
地
域
組
織
は
自
ら
の
日
常
活
動
の
重
要
部
分
と
し
て
政
治
学
習
か
ら
ホ
ビ
ー
ま
で
様
々

(ロ)

な
教
育
・
教
養
講
座
を
開
設
し
て
い
た
。
し
か
し
西
ド
イ
ツ
で
は
今
や
こ
れ
ら
の
活
動
の
大
部
分
は
各
自
治
体
で
内
容
豊
か
に
実
施
さ
れ
て

(
日
)

の
活
動
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。

暇
ク
ラ
ブ
は
連
合
組
織
と
し
て

い
る
「
市
民
大
学
」

マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場
合
に
つ
い
て
言
え
ば
、
市
当
局
と
は
分
離
さ
れ
た
有
限
会
社
方
式
で
運
営
さ
れ
る

「
マ
ン
ハ
イ
ム
夜
間
ア
カ
デ

i

・
市
民
大
学
」
が
外
国
人
向
け
ド
イ
ツ
語
教
室
か
ら
各
種
ス
ポ
ー
ツ
講
習
、
料
理
・
手
芸
実
習
、
社
会
科
学
講
義
ま
で
実
に
多
種
多
様
な

コ
l
ス
を
開
設
し
て
い
る
。
そ
し
て
午
前
八
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
都
心
の
専
用
校
舎
、
各
区
の
学
校
、
文
化
会
館
を
利
用
し
て
講
義
・
尖
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習
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
わ
る
講
師
は
七
七

O
人
に
も
及
び
、

講
座
参
加
者
は
半
期
五
・
五
万
人
(
全
市
民
の
一
八
%
)
に
も
な

る
。
第
二
帝
政
期
以
来
の

S
P
D
の
教
育
・
学
習
活
動
の
発
展
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
現
代
で
は
政
党
の
地
域
組
織
と
し
て
の

S
P
D
の
市
民
生
活
へ
の
影
響
は
部
分
的
、
表
面
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
伝
統
的
な

ド
イ
ツ
社
会
民
主
主
義
の
理
念
・
基
本
政
策
は
巨
大
な
社
会
集
団
、

さ
ら
に
は
公
的
制
度
・
施
設
を
通
じ
て
広
く
、
深
く
同
民
生
活
に
浸
透

し
つ
守
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
社
会
生
活
レ
ベ
ル
で
の
社
会
民
主
主
義
の
作
用
は
逆
に
政
治
の
場
で

S
P
D
以
外
の
政
党
や

行
政
機
関
に
も
及
び
、
彼
等
の
政
策
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

第
二
帝
政
期
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
主
義
は
先
進
工
業
固
化
す
る
ド
イ
ツ
帝
国
内
で
量
的
多
数
派
化
す
る
労
働
者
層
に
対
し
、
独
自
の
政
治

的
、
社
会
的
組
織
・
施
設
を
通
じ
、
彼
等
の
生
活
の
全
分
野

l
l労
働
条
件
か
ら
余
暇
ま
で
ー
ー
を
配
慮
し
て
き
た
。
そ
の
後
の

「
ゲ
ッ
ト

ー
か
ら
共
和
国
へ
」
と
い
う
ド
イ
ツ
労
働
者
層
の
市
民
社
会

(
C
5
E
H
m
2ロ
与
問
。
2
巾
=
回
口
『
阻
止
)
へ
の
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
は
同
民
生
活
の

全
額
械
に
及
ぶ
社
会
民
主
主
義
勢
力
の
民
主
化
、
平
等
化
の
運
動
の
結
果
で
も
あ
る
。
そ
し
て
社
会
民
主
主
義
思
想
と
そ
の
担
い
手
た
る
労

働
者
層
を
組
み
込
ん
だ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
は
も
は
や
そ
れ
以
前
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
と
同
質
で
は
な
か
ろ
う
。

s
p
D
と
共
通
す
る
思
想
を
実
現
す
る
多
様
で
強
力
な
社
会
集
団
が
活
躍
し
つ
づ
け
、
社
会
民
主
主
義
的
理
念
が
広
範
に
社
会
生
活
の
場

で
実
現
さ
れ
て
い
る
西
ド
イ
ツ
の
現
状
に
あ
っ
て
は
、

ド
イ
ツ
社
会
民
主
主
義
を

S
P
D
に
限
定
し
た
政
治
的
勢
力
と
し
て
で
は
な
く
、
社

会
的
勢
力
と
し
て
も
把
握
、
検
討
す
る
視
点
の
確
立
は
不
可
欠
で
あ
る
。

(

1

)

∞
Z
己
2
2
n
r
2
H白一ロゲロロ
y
-
E
H
1
E
O
∞
何
回
)
]
戸
由
日
出
品

"ω
・印∞一戸

(
2
)

呂
田
口
口
F
2
B
5
の
g
n
7
5
7
5
己
巴
仏
の
品
。
ロ
当
日
同
(
り
の
∞

m
g
u
y両
目
ロ
Z
F
E
Z
-出(国間)・

5
∞品
)uω
・
4
U
l
E
-

十

7
f一
万
の
組
介
日
以
の
内
わ
け

は
労
働
将
ハ
七
・
附
万
)
、
政
H
μ
(
J
A
-
-

一
万
)
、
官
官
〈

(
0・
八
万
)
で
あ
る
。

(
3
)
N
K
W
州
S
P
υ
調
査
で
も
全
党
日
以
の
川
G
%
、
同
住
支
部
長
の
七
O
%
、
副
支
部
長
の
」
ハ
今
一
%
が
、

D
G
B
の
メ
ン
ハ
ー
で
あ
る
。
に
た
川
住
文
山
山
口
μ
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の
六
O
%
、
副
支
部
長
の
川
八
%
が
自
治
体
代
議
機
関
の
メ
ン
バ
ー
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

ωHVO
ぐ

Cロ
Z
E
w
p
m
-
m
m
(邦
訳

紹
介
五
一
七
!
一
八
頁
)
。
し
か
し
地
域
党
組
織
指
導
隠
の
出
身
労
組
に
つ
い
て
は
、
公
務
・
運
輸
・
交
通
、
教
育
、
同
鉄
な
ど
公
務
員
系
労
組
の
比
率
が

高
い
の
も
一
般
的
特
色
で
あ
り
、
労
組
出
身

S
P
D
マ
ン
ハ
イ
ム
市
会
議
員
十
八
名
中
十
二
名
は
公
務
系
で
あ
る
。
〈

m-・
ロ

2
呂
田

H
M
U
Z
F
2
2
0冊
目

ma

E
号
円
見

E
8
1
H
S品
"
∞

-
g
l
H
S
(
g
m
F
5
2田
冨
ロ
問
。

L
R
ζ
丈

m-5門
出
。
円
仏
ぬ
田
宮
ωロロ
-
5
~
S
R
の
め
虫
色
ロ
牛
耳
白
宮
)
u

同
ν
R
E
gロ
E
s
r
∞
-
g
l
s

(
邦
訳
紹
介
在
一
五
瓦
)
。

(

4

)

〈
札

-
P
P
E
E
r
-
-
叫
が
白
老

E
P
E
E
F
E
H
U
3
0
3
F
5
3
i
H
S
N
(図
。
己
号
♂
冨
∞

ω)・
3
・
5
2
2
(
F
O
E
O
-同
ω

8

5・

件。門担

)wMvq口昨日
r
E
H
忠
告
白
伊
冊
目
白
二
山

-N21INS-
し
か
し
七
七
問
万
の

D
G
B組
合
員
の
六
%
程
度
し
か

S
P
D
党
員
で
は
な
い
こ
と
、

s
p
D
に
投
票

し
な
い
組
合
員
も
相
当
存
在
す
る
と
い
う
側
面
も
見
落
し
え
な
い
。

(
5
)
〈
包
・
ロ
の
回

aの
E
ロ内山切伊丹
N

官
。
開

5
5
5
Z∞
H-

(

6

)

〈
ぬ
戸
の

g
n
r阻止∞
v
m
H
W
E
L
m
H
K阿
Hra門町コ
S
E
E
-】
三
間
同
町
山
田
〈

2
E
E
Y向
白
ロ
ロ
}
】
包
包
'
盟
主
同

0・〈
-
H
S
H・
マ
ン
ハ
イ
ム
市
で
の
「
福
祉
団
」
の
活

動
を
列
挙
す
る
と
、
川
公
認
の
保
養
所
で
の
背
少
年
、
家
族
、
老
人
、
母
親
の
休
息
凶
ホ

l
ム
で
の
青
少
年
扱
助
問
青
少
年
、
精
務
者
に
対
寸
る
世
-
話
・
訓

練
凶
老
人
・
障
害
者
に
対
す
る
移
動
社
会
奉
仕
附
老
人
・
救
護
ホ

l
ム
で
の
賄
い
、
世
話
倒
グ
ラ
ブ
、
集
会
場
で
の
一
般
老
人
援
助
問
外
国
人
と
そ
の
家
族

に
対
す
る
世
話
・
相
談
附
亡
命
者
の
世
話
捌
「
背
年
の
家
」
で
の
子
供
・
背
年
の

F
ル

l
プ
活
動
、
で
あ
る
。
会
員
の
年
脈
問
は

S
P
D
党
員
間
に
比
し
て

も
す
同
〈
、
具
体
的
活
動
は
問
O
O
人
の
協
働
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

(

7

)

列。

HV02
∞
ω¥∞
仏
国
ロ
ロ
【

-
p
w
z
m
n
y
R
問
。
ロ
ω
ロ
ヨ
由
。
ロ

cmmoロ
∞
ロ
ゲ
阻
止
。
ロ
(
∞
己
ロ
ハ
】

LOZ門田
nHH民
間

Dロ
Z
B開角川口
ommmロ
凹
口
グ
出
向
件
。
ロ
の
ヨ
ゲ
出
(
民
間

)
-
E∞品)・

ド
イ
ツ
の
消
波
協
同
組
合
の
歩
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
何
-
同

2
2
-
B
B
P
C
E
n
V
H
n
r件。

L
2
ロ

2
2円}】
Oロ
問
。
ロ
印

C
B同角川口
g
m
g凹
与
え

Z
ロ

弓

5
6

ロ
E
z
z
m
-
冨
w

冨
叶
H
)
"

参
照
。

(

8

)

労
働
者
層
の
「
余
椴
ク
ラ
ブ
」
の
歴
史
的
実
態
に
つ
い
て
は
、
彼
等
の
「
自
由
時
間
」
へ
の
研
究
関
心
の
強
ま
る
に
つ
れ
て
相
当
言
及
さ
れ
て
き
て
い

る

。

戸

当

5
L。
5
・
〉
吋

r
m
5
3
2
2
5
5仏
〉
同
ゲ

2
5司
目
立
色
。
ロ
!
同
ロ
ピ

5
B
Z
E
呂
田
叩
由
。
ロ

D
a
g
-
g片山
8
2
5
L
R
k
r
r
o
E
P
2
0伺
己
ロ
由

民

8
1
5
8
(
F
S
E
=
2
F
冨

-
z
m耳
可

2
r
-
H
S
O
)・
ω・
問
。
口

r・
kF同
ゲ
巴
芯
吋
出
回
ロ
「
【
目
。
吋
〉
円

ro--H'
穴
ロ
ロ
ミ

Er--
。。叫口

r
r
r
Z
2∞
〉

--gm印

母
国
巴

mHM仲
間

n
Eロ
ぐ

c-r伺
mw
∞仏

-AHW
印(同州出目ロ

wH申告
wH由∞
N)W
ま
ず
参
照
。

(

9

)

現
在
、
西
ト
イ
ツ
全
体
で
、
五
八
、

0
0
0
の
ス
ポ
ー
ツ

F
ラ
ブ
が
確
認
さ
れ
、
会
員
は
一
、
九
O
O
万
人
に
達
し
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
の
ク
ラ
ブ
が
抜
群

に
多
く
〈
全
体
の
問
O
%
)
、
体
操
、
テ
ニ
ス
、
射
撃
の
阪
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
合
唱

F
ラ
ブ
も
、
一
九
、

0
0
0団
体
、
二
ハ
九
万
の
メ
ソ
パ
ー
を
有
し

:命
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地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

て
い
る
。

ω
g
z
E
z
r
g
τ
r手
口
口
町
岡
田
門
念
。
切
河
口

H
S
P
ω
・
8
∞i
u
∞
申
・
ク
ラ
ブ
・
団
体
加
入
調
査
(
一
九
八

O
年
)
で
は
一
八
歳
以
上
の
国
民
の
二

了
一
%
が
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
五
-
七
%
が
合
唱
団
、
五
・
一
%
が
そ
の
他
の
趣
味
の
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る
、
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
〈
間
】
・
同
-

d

司
与
OHW

E
O
H
E
2
2
m
g
m
E
-
v司自ロ

EHVo--同-印口
roロ
ωヨ丹
0
5
号
円
切
河
口
(
富
田
田
口

r
m
p
g∞同)・

(
ω
)
N
R
W
州
S
P
D
調
査
で
は
、
居
住
支
部
長
の
五
五
%
が
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
、
ま
た
五
三
%
が
他
の
グ
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

ω冨
)

〈

C
ロ

5
5
p
ω
・
弓
(
邦
訳
紹
介
五
一
八
真
)
。
し
か
し
こ
の
報
告
で
は
、
余
暇
ク
ラ
ブ
を
含
め
た
社
会
諸
団
体
へ
の

S
P
D
の
直
接
的

な
働
き
か
げ
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
コ
メ
ン
}
も
な
さ
れ
て
い
る
。

HELwω
・
H
2
1
5印
(
邦
訳
紹
介
五
二
一

l
二
二
頁
)
。

(
日
〉
〈
巴
・
の

-
F
O
E
-
H
H
o
r
t
s
明。ロ

ιmHHr巴
B
R
〈
2
aロ切目。ゲ
OHM-
白
rM10=LOロ
r
o
-
B
R
Z
o
h件。(印
-H由日
10)。
こ
こ
で
は
「
市
民
団
体
述
合
」
に
加

盟
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
・
団
体
は
、
山
合
唱
・
音
楽
P
ラ
ブ
(
五
団
体
)
間
体
操
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
(
六
団
体
)
閉
そ
の
他
の
余
暇
ク
ラ
ブ
(
八
団
体
)
凶

消
防
・
赤
十
字
団
(
二
一
団
体
)
同
動
物
保
護
・
飼
育
ク
ラ
ブ
ハ
九
団
体
)
附
小
菜
園
グ
ラ
プ
(
一
団
体
)
、
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。

(
ロ
)
と
り
あ
え
ず
山
本
佐
門
「
第
一
次
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
教
育
活
動
の
実
態
」
(
北
海
学
園
大
学
『
法
学
研
究
』
一
八
巻
三
号
)
参
照
。

(
日
)
現
在
西
ド
イ
ツ
で
は
八
五
六
カ
所
に
「
市
民
大
学
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
約
三
一

0.刀
の
講
座
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

ω
E去
に

2
7
2
τ
r
r戸口
7
門
戸
川

L
-
。
切
河
口

Hmzx.ω-u∞。・

(

M

)

ぐ
岡
戸
〉
円
ゲ
色
丹
由
主
白
ロ
包
釦
ロ
ロ
「
巴

B
〉
宮
口
門
山
内
牛
肉
出
品
目
白
一
品
喝
さ

m
g
g
B
(
H
N
-
H
S与
こ
れ
に
よ
れ
ば
韮
商
学
部
分
だ
け
で
も
、
外
国
人
向
け
ド
イ
ツ
語

コ
ー
ス
を
別
に
し
て
、
英
・
仏
・
伊
語
を
中
心
に
十
カ
国
語
、
二

O
Oを
越
え
る
コ

l
ス
が
問
聞
か
れ
て
い
る
。
日
本
語
コ

l
ス
も
開
設
さ
れ
た
。
マ
ン
ハ
イ

ム
市
民
大
学
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、
当
・

4
〈

g
丘一口

m
w
u
-
m
沼
田

S
E
E
R
〉
ず

g
E
E
L
E
M
-自
己
昆
〈

c
p凹
宮
口

7
2
z
r
(出
巳

L
O
H
r
t
p
z
g
)、

が
極
め
て
詳
し
い
。

マ
ン
ハ
イ
ム
市
を
含
め
て
西
ド
イ
ツ
の
地
域
で
「
市
民
大
学
」
を
発
展
さ
せ
た
潮
流
は
、

s
p
D
、
労
働
組
合
の
運
動
の
み
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
市
民

団
体
、
教
会
の
教
育
・
文
化
活
動
の
蓄
積
も
こ
れ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
一
方
S
P
D
に
と
っ
て
独
自
の
教
育
・
学
習
活
動
の
必
要
性
が
再
び
強
調
さ

れ
て
お
り
、
マ
ン
ハ
イ
ム
で
も
「
社
会
民
主
主
義
教
育
協
会
」
が
一
九
八
一
年
に
設
立
さ
れ
、
党
の
歩
み
や
党
政
策
に
つ
い
て
の
講
演
・
展
示
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
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説

s
p
D
の
低
迷
と
課
題
|
地
域
組
織
の

ν
ベ
ル
か
ら

;命

s
p
D
の
後
退
現
象
が
様
々
な
形
で
顕
在
化
し
た
。
七
七
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
党
員
数
の
減
少
傾
向
は
一
段
と

八
三
年
末
に
は
ピ

i
ク
時
(
七
六
年
)
に
比
し
て
約
一

O
万
人
減
の
九
二
・
六
万
人
と
な
っ
た
。
一
方
国
民
の
支
持
の
後
退
も
著

し
く
、
八
三
年
春
の
連
邦
議
会
選
挙
で
は
ピ
l
ク
時
(
七
二
年
)
よ
り
も
得
票
数
で
二
二
五
万
、
絶
対
得
票
率
で
実
に
七
・
七

Z
も
似
少
さ
せ
、

一
八
年
前
の

S
P
D
野
党
時
代
の
議
会
勢
力
の
水
準
に
ま
で
後
退
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
党
員
減
、
支
持
離
れ
は
特
に
一
八
!
二
五
歳
の

部
分
を
中
心
と
し
た
青
年
層
で
顕
著
で
あ
っ

{U。

一
九
八

0
年
代
に
入
り
、

強
ま
り
、

こ
れ
ら

S
P
D
の
党
勢
弱
化
の
直
接
的
な
原
因
は
連
邦
レ
ベ
ル
で
の

S
P
D
主
導
政
権
(
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
)

へ
の
不
信
・
不
満
に
求
め

ら
れ
る
。
国
政
の
動
向
が
敏
感
に
国
民
の
政
治
的
態
度
、
そ
し
て
地
方
政
治
に
は
ね
返
る
の
が
西
ド
イ
ツ
国
家
の
特
色
で
あ
る
。
現
に
シ
ュ

ミ
ヅ
ト
政
権
の
行
き
詰
り
内
紛
l
解
体
と
国
政
が
変
動
し
た
八
一
年
か
ら
八
二
年
秋
に
か
け
て
党
の
地
域
組
織
で
も
党
員
の
士
気
が
最
も

西
ド
イ
ツ
の
最
大
州
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
州
の
場
合
こ
の
期
党
員
減
少
が
最

低
下
し
、

活
動
も
停
滞
気
味
と
な
っ
た
。

も
激
し
く
、
ま
た
居
住
支
部
の
三
四
克
が
こ
の
期
活
動
が
低
下
し
た
と
報
告
し
、
そ
の
最
大
の
理
由
を
連
邦
政
府
の
統
治
政
策
へ
の
不
満
に

求
め
て
い
る
。
そ
し
て
八
三
年
春
の
連
邦
議
会
選
挙
で
は
大
幅
後
退
と
い
う
事
態
を
こ
の
州
の
党
も
経
験
し
て
い
る
。

マ
ン
ハ
イ
ム
市

S
P

D
の
場
合
も
こ
の
期
党
員
の
一

O
Z近
く
が
脱
党
し
、
総
党
員
数
は
二
年
連
続
減
少
し
て
お
り
、
八
三
年
の
連
邦
議
会
選
挙
で
は
一
万
票

(
四
・
七
%
)
も
失
い
、
長
ら
く
続
い
た
マ
ン
ハ
イ
ム
市
選
挙
区
(
小
選
挙
区
制
)
二
議
席
独
占
と
い
う
状
態
も
打
ち
破
ら
れ
た
。

こ
の
意
味
で
は

S
P
D
の
党
勢
の
回
復
は
何
よ
り
も
党
連
邦
指
導
部
で
の
政
権
復
帰
路
線
の
再
確
立
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
政
党
と
し
て
の

S
P
D
の
活
動
力
、
吸
引
力
の
低
下
現
象
は
単
に
西
ド
イ
ツ
経
済
状
勢
の
悪
化
を
背
景
に
し
た

S
P
D
主
導
政
権
内
で
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の
経
済
・
財
政
・
福
祉
政
策
を
め
ぐ
る
混
迷
に
帰
せ
ら
れ
な
い
事
態
が

S
P
D
の
周
辺
で
顕
在
化
し
て
い
た
。

そ
の
第
一
は
す
で
に
言
及
し
た
が
、
青
年
層
で
の

S
P
D
離
れ
の
急
激
な
進
行
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
連
邦
議
会
選
挙
に
際
し
連
邦
統
計

局
が
実
施
す
る
大
規
模
な
投
票
結
果
調
査
で
は
、
八
三
年
選
挙
で

S
P
D
は
最
若
年
有
権
者
層
(
一
八

l
二
五
歳
)
で
九
・
九
沼
、
二
五

l

三
五
歳
の
層
で
七
・
八

Z
も
支
持
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
(
伺
注
(

2

)

の
表
参
照
〉
。
他
方
高
齢
者
層
で
の
減
少
幅
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い

(六

O
歳
以
上
の
層
で
二
・
三
沼
、
四
五
|
六

O
歳
の
層
で
二
・
八
克
の
減
少
率
)
。
ま
た
党
員
構
成
に
つ
い
て
も
、
総
党
員
数
の
減
少
傾
向
の

中
で
も
、
若
年
層
の
脱
退
者
増
、
入
党
者
減
の
強
ま
り
に
よ
り
、
老
齢
化
現
象
は
一
層
進
行
し
た
。

N
R
W
州

S
P
D
の
八
一
年
末
の
調
査

で
は
、
約
二
九
万
の
党
員
の
う
ち
ご
一
五
歳
以
下
の
者
は
二
三
克
、
平
均
年
齢
は
四
七
歳
と
な
っ
て
い
る
。
党
活
動
に
つ
い
て
も
、
党
の
青
年

現部
象と
が言
深う
刻ベ
とき
な「
ピコ エL

て l
L、ゾ

ると l

の
全
般
的
な
活
力
の
低
下
、
大
学
内
で
の

S
P
D
活
動
の
停
滞
に
一
不
さ
れ
る
よ
う
に
若
手
党
員
層
の
消
極
化

第
二
に
は
環
境
破
壊
、
核
兵
器
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
国
民
の
危
機
意
識
の
急
激
な
強
ま
り
で
あ
る
。

西
ド
イ
ツ
で
は
七

0
年
代
後
半
か
ら
大

気
・
水
・
土
壌
の
汚
染
、
森
林
死
滅
へ
の
関
心
、
核
兵
器
と
戦
争
へ
の
恐
怖
、
原
子
力
発
電
所
へ
の
警
戒
、
が
強
い
国
民
世
論
と
な
っ
て
い

し
か
し
当
時
の

S
P
D
指
導
層
で
は
環
境
保
護
、
軍
縮
と
国
際
緊
張
緩
和
へ
の
関
心
は
保
持
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

っ
た
。

「
環
境
保
護
も

経
済
成
長
も
」
、
「
軍
事
的
均
衡
を
維
持
し
つ
つ
軍
縮
を
」
と
い
う
両
面
調
和
的
改
革
論
が
な
お
支
配
的
で
あ
り
、

さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相

等

S
P
D
連
邦
政
府
閣
僚
グ
ル
ー
プ
に
は
政
権
維
持
的
配
慮
も
作
用
し
、
経
済
成
長
・
軍
事
的
均
衡
重
視
の
傾
向
さ
え
見
ら
れ
た
。
そ
し
て

環
境
と
平
和
へ
の
危
機
意
識
を
強
め
る
国
民
動
向
と

S
P
D
指
導
層
の
立
場
の
ず
れ
は
拡
大
し
、
重
大
な
国
民
的
争
点
と
な
っ
た
新
型
中
距

離
核
ミ
サ
イ
ル
ド
イ
ツ
配
備
、
原
子
力
発
電
所
建
設
に
関
し
て
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
末
期
の
段
階
で
す
で
に
党
方
針
と
は
逆
に
反
対
論
が

S

P
D
支
持
層
レ
ベ
ル
で
は
な
タ
数
派
化
し
て
し
ま
っ
た
。

第
三
に
は
、
環
境
保
護
、
反
核
・
平
和
を
求
め
る
市
民
運
動
の
急
激
な
台
頭
、
拡
大
で
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
で
国
民
の
危
機
意
識
の
強
ま
り
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説

と
平
行
し
て
、
様
々
な
形
の
、
環
境
保
護
と
平
和
を
推
進
す
る
自
発
的
な
国
民
の
運
動
が
生
じ
、
既
存
の
政
治
体
制
に
大
き
な
影
響
力
を
与

え
た
。
新
型
核
ミ
サ
イ
ル
配
備
反
対
か
ら
酸
性
雨
対
策
の
実
行
ま
で
環
境
破
壊
と
核
戦
争
の
危
機
に
対
す
る
そ
れ
ら
の
抵
抗
の
目
標
は
多
様

で
あ
っ
た
)
。
し
か
し
共
通
し
た
特
色
は
こ
の
運
動
が
い
ず
れ
も
行
政
、
議
会
、
既
存
の
大
政
党
、
大
利
益
集
団
の
枠
を
越
え
た
社
会
団
体
、

し
か
も
一
般
国
民
の
中
に
も
強
い
共
鳴
板
を
見
出
し
た
こ
と
で
あ
る
Q

西
ド
イ
ツ
の
安
定
し
た
政
党
制
、

モラ1>.
u岡

能
動
的
市
民
に
担
わ
れ
て
お
り
、

議
会
制
民
主
主
義
は
広
範
な
国
民
の
共
感
を
背
景
に
し
た
院
外
大
衆
運
動
の
高
錫
に
よ
り
そ
の
存
在
の
正
統
性
が
間
わ
れ
る
事
態
と
も
な
っ

た
。
と
り
わ
け
国
民
的
社
会
改
革
政
党
た
る
こ
と
を
党
是
と
す
る

S
P
D
は。
「
緑
の
党
」
(
豆
向
。

3
5ロ
)
の
出
現
、
定
着
で
あ
る
。
「
緑
の
党
」

第
四
に
は
こ
れ
ら
三
つ
の
事
態
を
統
合
す
る
政
治
的
勢
力
と
し
て
の

は
そ
の
目
標
、
構
成
員
、
組
織
に
不
安
定
さ
、
暖
昧
さ
を
含
み
続
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、
す
で
に
連
邦
・
川
・
地
方
自
治
体
の
議
会
に
代
表
を

送
り
込
み
、
一
部
の
州
、
自
治
体
で
は

S
P
D
と
の
連
立
に
よ
る
統
治
政
党
化
の
動
き
さ
え
出
る
ほ
ど
の
国
民
の
支
持
と
既
存
の
統
治
体
制

へ
の
食
い
込
み
が
進
行
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
政
党
の
特
色
は
、
先
に
述
べ
た
青
年
層
の
強
い
支
持
、
環
境
破
壊
、
核
兵
器
・
戦
争
へ
の

抵
抗
、
市
民
運
動
と
の
強
い
一
体
性
、
と
い
う
旧
来
の

S
P
D
指
導
路
線
に
と
っ
て
の
危
機
的
現
象
で
も
あ
る
三
つ
の
事
態
が
ぷ
ジ
テ
ィ
プ

い
わ
ば
「
緑
の
党
」
の
台
頭
は
統
治
政
党
化
し
た

S
P
D
に
と
っ
て
全
面
的
な
対
案
勢
力
の
登
場
を
意
味
し
て
い
た
。

C
D
U
政
権
へ
の
国
民
の
期
待
感
の
減
退
、
党
指
導
路
線
の
修
正
(
環
境
保
誌
の
一
層
の

に
反
映
さ
れ
て
い
た
。

連
邦
レ
ベ
ル
で
再
び
野
党
化
し
た

S
P
D
は、

重
視
、
反
核
平
和
の
立
場
の
明
確
化
等
)
、

案
勢
力
「
緑
の
党
」

活
動
ス
タ
イ
ル
の
改
革
に
よ
っ
て
党
勢
の
あ
る
程
度
の
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

の
伸
張
に
と
っ
て
変
る
事
態
に
は
な
お
至
っ
て
い
な
い
。

「
緑
の
党
」

は
そ
の
後
も
政
党
と
し
て
の
内
部
的
一
体
性
の

確
保
に
絶
え
ず
悩
ま
せ
ら
れ
な
が
ら
も
自
ら
の
勢
力
を
市
・
郡
・
小
白
治
体
に
も
定
着
さ
せ
る
一
方
、
支
持
層
を
学
生
、

労
働
者
層
を
含
ん
だ
青
年
層
全
般
に
広
げ
つ
つ
あ
る
。

イ
ン
テ
リ
廓
か
ら

マ
ン
ハ
イ
ム
市
の
場
合
で
は
八
四
年
十
月
の
市
議
会
選
挙
で
、

「
緑
の
党
」

は
得
票
率
を
二
・
一
克
か
ら
一

0
・ニ

Z
、

議
席
を
一
か
ら
五
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に
伸
ば
し
、
市
政
上
第
三
党
の
地
位
と
な
り
、
す
べ
て
の
議
会
内
委
員
会
と
区
協
議
会
で
の
議
席
を
得
、
絶
対
多
数
派
た
る
会
派
が
存
在
し

な
い
マ
ゾ
ハ
イ
ム
市
政
に
お
い
て
、
政
策
決
定
の
た
め
に
無
視
し
え
な
い
政
党
派
と
な
っ
た
。
市
議
会
与
党
の

S
P
D
に
と
っ
て
も
多
数
派

形
成
の
た
め
に
は
「
緑
の
党
」
と
の
連
立
も
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
態
で
あ
る
。
組
織
的
に
は

「
緑
の
党
」

は
な
お
弱
体
で
、
市
議
会
選

挙
前
に
は

S
P
D
の
十
分
の
一
の
党
員
(
約
三

C
O人
)
と
二
つ
の
居
住
支
部
を
確
立
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

(
〉
岳
町

rzr内
町
田
)
に
よ
る
活
動
は
盛
ん
で
、
す
で
に
平
和
政
策
、
市
議
会
、
交
通
、
都
市
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
経
済
、
核
施
設
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

「
共
同
活
動
集
団
」

発
展
途
上
国
政
策
、

に
関
す
る
「
共
同
活
動
集
団
」
が
動
い
て
お
り
、
婦
人
、

地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

、，日。

}

V

ふ
れ

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
集
団
の
結
成
が
準
備
さ
れ
て

ま
た
市
内
の
環
境
保
護
、
反
核
・
平
和
の
市
民
運
動
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
。

マ
ン
ハ
イ
ム
市
政
に
あ
っ
て
長
期
に
わ
た
り
与
党
的
立
場
の

S
P
D
は
国
政
レ
ベ
ル
か
ら
の
影
響
と
同
時
に
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の

党
」
お
よ
び
様
々
な
市
民
運
動
の
攻
勢
に
正
面
か
ら
具
体
的
に
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

政
党
と
し
て
の

S
P
D
の
活
動
力
、
吸
引
力
の
回
復
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
二
大
政
党
勢
力
の
措
抗
す
る
西
ド
イ
ツ
政
界
に
あ
っ

て、

経
済
状
勢
の
緩
慢
な
好
転
、

政
権
党
C
D
U
/
C
S
U
へ
の
国
民
の
期
待
感
の
後
退
を
通
し
て
、

s
p
D
の
政
権
党
復
帰
の
見
通
し
は

十
分
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
多
く
の
国
民
の
政
治
的
参
加
・
情
熱
に
支
え
ら
れ
た
社
会
改
革
政
党
と
し
て
の

S
P
D
の
進
展
と
同
一
で
は
な

い。

s
p
D
の
政
治
的
勢
力
と
し
て
の
新
た
な
前
進
の
た
め
に
は
こ
の
党
の
伝
統
的
な
基
本
思
想
、
支
持
者
構
成
、
組
織
の
あ
り
方
の
土
台

か
ら
の
聞
い
直
し
と
政
策
の
修
正
を
不
可
欠
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

党
の
伝
統
的
な
基
本
思
想
に
関
し
て
言
え
ば
、
経
済
成
長
を
前
提
と
し
た
社
会
改
革
推
進
と
い
う

S
P
D
の
基
本
的
立
場
へ
の
反
省
で
あ

る
。
生
産
力
を
高
め
、
物
資
的
に
豊
か
な
社
会
を
創
る
こ
と
が
国
民
を
幸
福
に
す
る
前
提
と
い
う
信
念
は

S
P
D
百
年
の
重
い
伝
統
で
あ

る
。
こ
の
伝
統
の
聞
い
直
し
は
、
低
経
済
成
長
を
前
提
に
、
豊
か
さ
を
物
資
的
な
量
で
は
な
く
人
間
的
な
質
で
判
断
し
、
経
済
効
率
よ
り
も

環
境
保
護
を
徹
底
し
て
重
視
す
る
立
場
へ
の
転
換
を
意
味
し
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
基
本
思
想
へ
の
反
省
は
さ
ら
に

「
社
会
的
公
正
」
と
「
連

「
緑
の
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説

帯
」
の
原
則
に
基
づ
き
労
働
者
層
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
国
民
の
限
り
な
い
物
資
的
豊
か
さ
の
追
求
を
重
視
す
る
と
い
う
社
会
民
主
主
義
系

社
会
集
団
の
あ
り
方
の
再
検
討
に
も
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。

二日

目而

支
持
者
・
党
員
構
成
に
つ
い
て
は
労
働
者
(
〉
号

2
2
)
層
の
党
か
ら
被
雇
用
者
寄
与

2
出品
5
2
)
の
党
へ
の
転
換
に
関
わ
る
問
題
が

あ
る
。
党
の
戦
術
・
戦
略
論
争
、
指
導
層
の
目
標
の
次
元
は
別
に
し
て
、
伝
統
的
な
S
P
D
の
支
持
基
盤
、
主
た
る
関
与
対
象
は
物
的
生
産

と
流
通
過
程
に
直
接
関
わ
る
肉
体
労
働
者
層
で
あ
り
、
事
務
的
、
精
神
的
労
働
従
事
者
た
る
職
員
(
〉
ロ
唱
え
忌
芯
)
層
、

す
る
官
吏
(
切

B
B
Z
)
層
に
属
す
る
人
々
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
労
働
者
政
党
、
労
働
者
文
化
で
の
「
労
働
者
」
と
は
こ
の
肉
体
労
働
者
l

し
か
し
ド
イ
ツ
社
会
の
階
層
構
成
は
今
や
大
幅
に
変
化
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て

S
P
D
の
党
員

国
家
機
関
に
従
事

ブ
ル
カ
ラ
l
層
、
が
当
然
の
前
提
で
あ
っ
た
。

構
成
・
支
持
層
も
変
化
し
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
時
代
末
期
(
一
九
一
ニ

O
年
)
な
お
六

O
Z近
く
も
占
め
て
い
た
労
働
者
層
党
員
は
今
や

二
O
Z代
に
ま
で
減
少
し
、
逆
に
職
員
・
L

官
吏
層
の
比
率
は
大
き
く
仲
び
、

四

O
Zを
越
え
る
に
至
っ
た
(
一
九
八
一
年
〉
。

(
U
)
 

導
層
に
あ
っ
て
は
職
員
・
官
吏
層
、
あ
る
い
は
公
務
従
事
者
出
身
の
比
率
は
一
段
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
党
内
で
多
数
派
化
し
つ
つ

し
か
も
党
折

あ
る
職
員
・
官
吏
層
は
そ
の
労
働
条
件
、
生
活
様
式
・
水
準
、
さ
ら
に
は
政
治
・
社
会
意
識
に
お
い
て
も
か
つ
て
の
労
働
者
層
と
は
相
当
の

違
い
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
層
は
政
治
的
に
は

C
D
U
/
C
S
U、

ま
た
そ
の
一
部

自
由
民
主
党

(
F
D
P
〉
の
有
力
支
持
基
盤
で
も
あ
り
、

は
D
G
B
と
は
別
の
組
合
連
合
に
結
集
し
て
い
る
(
ド
イ
ツ
職
員
組
合

(
D
A
G
)、
五

O
万
人
、

ド
イ
ツ
官
吏
組
合

(
D
B
B
)、
八

O
万

い
わ
ば
政
治
的
・
社
会
的
に
社
会
民
主
主
義
勢
力
と
対
抗
勢
力
が
競
合
状
態
に
あ
る
社
会
層
、

者
層
を
統
合
し
変
質
し
た
市
民
社
会
で
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
層
が
職
員
・
官
吏
層
と
判
断
し
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
こ
う
し
た

党
支
持
層
、
党
員
層
レ
ベ
ル
で
の
党
の
基
本
的
変
化
に
対
応
し
た
党
理
念
・
政
策
、
組
織
体
制
、
活
動
ス
タ
イ
ル
の
修
正
の
徹
底
が
必
要
で

あ
る
。
そ
れ
は
一

O
O年
に
わ
た
り
政
治
的
勢
力
と
し
て
の
み
な
ら
ず
社
会
的
勢
力
と
し
て
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
主
義
の
あ
り
々
の
実
質
的

修
正
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ゴ

l
デ
ス
ペ
ル
ク
路
線
の
確
立
、
実
践
は
そ
の
意
識
的
な
試
み
の
開
始
で
あ
っ
た
が
。

人
一
九
八
三
年
〉
。

さ
ら
に
い
え
ば
労
働
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組
織
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
極
め
て
大
規
模
に
権
限
と
役
割
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
た

S
P
D
党
組
織
の
あ
り
方
で
あ
る
。
厳
格
に

組
織
化
さ
れ
た
大
政
党
と
い
う
特
色
も
S
P
D
の
長
い
伝
統
に
属
す
る
。
し
か
し
す
で
に
言
及
し
た
平
和
、
環
境
保
護
を
め
ぐ
り
高
揚
し
た

自
発
的
、
草
の
根
的
な
市
民
運
動
と
そ
れ
に
対
す
る
青
年
層
を
中
心
と
し
た
国
民
の
共
感
に
極
め
て
抑
制
的
、
時
と
し
て
は
対
立
的
に
し
か

対
応
し
え
な
か
っ
た
の
が
旧
来
の

S
P
D
組
織
で
あ
っ
た
。
党
派
の
枠
を
越
え
た
現
状
批
判
と
改
革
の
運
動
の
広
ま
り
に
肯
定
的
か
つ
積
極

的
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
伝
統
あ
る
、
強
固
な
党
制
度
の
柔
軟
化
、
底
辺
か
ら
の
活
性
化
を
め
ざ
す
修
正
は
不
可
避
で
あ
る
。
そ
し

地域組織からみたドイツ社会民主党その現状と課題

活
動
グ
ル
ー
プ
」

て
こ
の
課
題
に
と
っ
て
現
在
最
も
注
目
さ
れ
る
党
機
関
は
基
底
組
織
と
し
て
の

で
あ
ろ
う
。

(
1
)
 

(1) 

s
p
D
連
邦
議
会
選
挙
結
果
変
動

;l/2 
1171三|四九

五

五
七

絶
対
得
票

率
(
%
)

首長

五

席

一
六
九

総

議

席

四
八
七

U
4
L
二

H
v
h
J
ノ
斗
k

「
居
住
支
部
」
と
党
の
多
面
的
な
活
動
を
分
担
す
る

一一川:一四~凶六 I 0 
凡J Iムハ!ノ、

ハ
五

ゴL
O 

日目
JL 
JL 

四
九
六

-
得
票
、
得
票
率
は
い
ず
れ
も
「
第
二
投
票
」
結
果
に
基
づ
く
。

〈
m-・

ω
g
z三
宮
口
}
M
E
H出
}
】
ユ

u
E
H
r
E円
弘
山
何
回
河
口
]
戸
由
印
一
w
M
叩
∞
品
・

ノ、

JL 

円
u
コ

ru

〕、
υ↑J
ノ
」
ノ

七

O 

四
九
六

天 13
九九.

七
六

四

円
凶
」

1
u

ぃ、

刊

v↑
」
J

J

}

ノ

l ノ、

d七 |二:
ノ、

ノ、 i 一ー

!¥. 
O !¥. 

四
九
七

「
共
同

/¥. 
一
四
八
六
・
」、τ，r 

七

九
J

L

L

 

F
Jノ
/
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S
N
(
S
N
-
N
I
H
)
由
的
潟
特

の仏凸主己由正事話器4議(1兵同11-1・只く11時〕

善寺 ( 。M、。M司 にCD4 Cd D σcd3 0c寸勺 吋cd4 tJ、寸吋4t6、σ63 ed。 司tD t4、吋吋4r6、H 6 d Cマコ σu; コ σev3f tNo ひci tH、4σコ 寸。i‘に，D」 0cd3 tJD U63 z《。d 。ed、
買重点 十 十 + J + + J + + + + + + J + + + 同十 + J + + I 1+1  
望~'-'

事誕 ( 。5q2h  s 5n3q53eg 号 gtq 可g:g  司 5q23tI2 ト3α3qo5q5Fq2Roq Ecq21N2E0こ15q8h35 可22:E吋E:hgg oqg 刊F4gFにQ4 ドg g パ hgR 可JSg申 l 
低限
~~ '-' 

生当
sF4B苫巴沼包呂田 sσ ..... 、g g g35s包 s s R0F43ロどロご RRKREg0F4 3 否認

社計

(N) 
話語

程

Vgl. W. Benz (Hg)， Die Bundesrepublik Deutschland， Bd. 1 (Politik) (Fischer Taschenbuch， 1983)， S. 177. 

三 告詩草主 1護側閣議ト壮語1ii~1Þ<紫時縦士ヨ (1 ー宍にご 111 社ト"'J l~てO社(.p" t1モζ)Q討議)

(イ) SPD ロ) Die Grunen 

4;?!l男性問[女性問)I全体(%)
18-25 14.2 (5.3) 13.5 (4.3) 13.9 (1.8) 

25-35 11.5 (2.6) 10.1 (2.4) 10.8 (2.4) 

35-45 4.7 (0.9) 4.1 (0.8) 4.4 (0.9) 

45-60 2.4 (0.6) 2.4 (0.6) 2.4 (0.6) 

60以上 1.5 (0.4) 1.1 (0.3) 1.2 (0.4) 

全体 5.9 (1.6) 4.8 (1.2) 5.3 (1刈

i4421男性問 i女性(%) I全体(%)
18-25 37.6 (47.6) 40.6 (50.3) 39.0 (48.9) 

25-35 38.3 (46.4) 40.4 (47.9) 39.4 (47.1) 

35-45 35.7 (40.3) 36.4 (40.7) 36.0 (40.5) 

45-60 39.7 (42.2) 39.6 (42.5) 39.6 (42.4) 

60以上 39.9 (41.2) 39.7 (42.6) 

全体 38.4 (43.1) 39.4 (43.9) 38.9 (43.5) 

(C'-l ) 

連邦統計局の投票の際の抽出調査による第二投票結果。 Vgl.Statistisches Jahrbuch fur die BRD 1984， S. 88. (注)



地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

SPD党員年齢構成比変動

よケ( 1972 1976 1980 

-21 4.5 3.9 2.5 

22-25 6.0 6.2 4.5 

26-30 8.3 9.9 8.9 

31-35 10.3 10.4 10.6 

36-40 9.9 12.0 12目2

41-50 18.8 20.7 22.4 

51-60 14.5 15.7 19.3 

61-70 12.5 11.9 10.3 

70- 9.6 5.2 9.1 

不明 5.6 4.2 0.2 

Vgl. G. Braunthal， op. cit， p. 41. 

(
3
)
ω
-
u
u
gロ
E
E
P
ω
-
E
W
Z
K
H
l
H
H日
・
(
邦
訳
紹
介
五
-
一
二

l
二
コ
一
頁
)
。
連
邦
議
会
選
挙
結
果
に
つ
い
て
言
え
ば
、
得
票
本
を
問
%
(
間
六
・
八

i
悶
二
・

八
)
も
低
下
さ
せ
、
州
内
第
一
党
の
地
位
か
ら
一
八
年
間
ぶ
り
に
転
落
し
た
。
〈
回
一

-
g
s
E
-
2
7
2
同
国

r
Fロ
n
y
岡
田
門
任
。
切

H
N
U
H
S品
wω

∞叶・

(
4〉
の

命

的

口

Z
P手
2
w
Z
号
円

ω苫
)
関

2
2
2同
宮
口
弘
呂
田
口
口

Z
-
g
昌
宏
・
党
員
数
の
動
向
に
つ
い
て
は
ハ
円
の
注
(

6

)

参
照
。
し
か
し
そ
の
後
党
勢
回
復

の
兆
し
は
見
ら
れ
る
。

(
5
)
ω
旦

)

〈

Oロ
5
5
p
ω
-
E
i
g
(邦
訳
紹
介
五
一
五
|
一
六
頁
)
。

(

6

)

〈
関
戸

0
2
ω
同

v-o伺
ゆ

]
w
Z円・
ι∞

(SE)wω
・
ω品ム
ω
(
ω
E
)
一
30-o
匂

m
w
Z
2
7巳
宮
E
仲

間

OBRE--)・
こ
こ
で
は
「

S
P
D
は
ボ
ン
の
政
権
を
失
っ
て

の
ち
、
当
時
の
統
治
政
策
の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る
。
若
い
有
権
者
達
は
「
緑
の
党
」
へ
移
り
、
ュ
l
ゾ

l
は
対
案
提
示
推
進
者
と
し
て
の
そ
の
役
割
を

)
 
、
ノ(
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説

来
し
え
ず
、
党
機
構
と
党
代
表
者
間
は
老
齢
化
し
す
ぎ
て
い
る
。
党
員
速
の
問
に
は
「
無
関
心
、
無
感
動
」
が
広
ま
り
、
党
は
「
確
伝
喪
失
の
危
機
」
に
陥

っ
て
い
る
」
と
要
約
さ
れ
て
い
る
。

(
7
)
U
R
ω
目

VFO問
。
戸

(HN・品
-HSN}u(吋
-M-HEω)
に
よ
れ
ば
、
新
型
中
距
核
ミ
サ
イ
ル
西
ド
イ
ツ
配
備
制
廿
認
に
つ
な
が
る
「
N
A
T
O
一
一
章
一
決
議
一
」
に
対
し
、

八
二
年
三
月
に
は
、

s
p
D
支
持
胞
の
三
割
し
か
賛
成
が
な
く
、
八
三
年
一
月
の
調
査
で
は
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
。
一
方
原
子
力
発
屯
所
建
設
に
関
し
て

は
八
二
年
三
月
の
段
階
で
す
で
に
反
対
意
見
の
方
が
多
か
っ
た
(
賛
五
-
一
%
↓
反
五
七
%
)
。

(

8

)

反
核
・
平
和
巡
動
の
ピ
ー
ク
は
新
型
中
距
離
核
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
配
備
の
期
限
の
追
っ
た
八
三
年
の
秋
で
あ
っ
た
(
「
熱
い
秋
」
)
。
問
千
以
上
の
草
の
根
平

和
団
体
が
活
動
し
、
「
反
後
行
動
週
間
」
の
最
終
日
に
は
、
全
国
で
九

O
万
人
(
ボ
ン
だ
け
で
問

O
万
人
)
が
参
加
し
た
大
集
会
が
実
現
し
た
。
新
型
ミ
ガ

イ
片
配
備
予
定
地
ノ
イ
ワ
ル
ム
で
は
二
二
万
人
参
加
、
一

O
八
キ
ロ
の
「
人
間
の
鋲
」
が
作
ら
れ
た
。
朝
日
新
聞
ハ
一
九
八
三
年
一

O
月
一
一
三
日
)
参
照
。

S
P
D
は
こ
の
秋
の
A
J
悶
大
会
で
「
核
ミ
サ
イ
ル
配
備
拒
否
」
を
圧
倒
的
多
数
で
可
決
し
方
針
を
修
正
し
た
。
ま
た
疎
境
彼
域
へ
の
国
民
の
危
機
怒
識
は
、

「
森
林
死
滅
」
(
者
向
日
仏
丘

R
r
g
)
の
顕
在
化
を
中
心
要
因
と
し
て
急
速
に
拡
大
し
、
地
域
に
基
礎
を
持
つ
環
境
保
護
の
市
民
運
動
を
活
性
化
さ
せ
る
一
方
、

煤
煙
規
制
か
ら
歩
行
者
専
用
道
路
拡
大
ま
で
環
境
問
題
が
地
方
自
治
体
の
最
優
先
行
政
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
国
民
の
最
近
の
環
境

意
識
動
向
に
つ
い
て
は
、

U
R
ω
M
M目。関与

Z
同
怠

(HS品
)Wω-AFC-仏間・

(
9
〉
八
コ
一
年
春
の
総
選
挙
で
初
め
て
述
邦
議
会
に
「
緑
の
党
」
が
進
出
し
た
が
、
そ
の
後
も
地
方
選
挙
で
躍
進
を
続
け
、
多
く
の
小
自
治
体
の
該
会
に
も
代
表

を
送
り
込
ん
で
い
る
。
八
問
年
夏
の
パ

l
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
地
方
選
挙
の
当
選
議
員
数
は
次
の
通
り
(
(
〉
内
は
八

O
年
選
挙
と
の
犠
減
)
。

C
D
U
七
五
三
九
(
七
六
減
〉

S
P
D
三
九
九
九
(
二
四
九
減
〉

F
D
P
一
二
六
九
(
五
八
減
)
G
R
U
N
E
七
三
五
(
六
六
九
増
)
o
y
Fロロ
r
o
-
B
R

ヌ
R
m
s
-
u
k・
口

-
E
E
-
連
邦
議
会
か
ら
、
地
方
自
治
体
議
会
ま
で
含
ん
だ
新
た
な
第
川
党
の
巡
出
は
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
政
治
史
上
初
め
て
の
事
態
で
あ

っ
た
。
ま
た
四
ト
イ
ツ
の
議
会
で
は
述
邦
、
州
、
自
治
体
ど
の
レ
ベ
ル
の
議
会
で
も
ほ
ぼ

S
P
D
と
C
D
U
/
C
S
U
の
勢
力
が
姶
抗
し
て
い
る
た
め
、
議

席
を
有
す
る
小
会
派
が
議
席
数
に
比
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
え
る
傾
向
が
強
い
。

(
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全
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曲
目
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n
Zロ
丘
ぬ
の
岡
田
ロ

g
v向
2
5
0
5
吋・

(
ロ
)
直
接
的
に
は
労
働
組
合
運
動
、
消
費
組
合
運
動
の
あ
り
方
が
問
い
直
さ
れ
よ
う
。
労
働
組
介
の
基
本
的
課
題
と
し
て
は
、
労
働
者
層
の
犬
同
決
定
権
の

定
着
・
拡
大
は
今
後
と
も
重
視
さ
れ
よ
う
が
、
大
幅
賃
上
げ
、
労
働
時
間
の
短
縮
、
社
会
保
昨
網
の
量
的
充
実
以
上
に
、
労
働
の
質
の
検
討
、
余
暇
活
動
の

充
実
、
社
会
保
昨
制
度
の
m仕
入
品
的
見
直
し
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
人
間
尊
重
と
い
う
普
遍
的
価
値
優
先
の
立
場
か
ら
の
核
戦
争
、
環
境
破
壊
の

主f込
fi1f日
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(

日

)

危
機
へ
の
利
益
集
団
と
し
て
の
労
働
組
合
の
積
極
的
な
対
応
も
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

s
p
D
党
員
職
業
構
成
比
率
の
変
動

21% 

27% 

地域組織からみたドイツ社会民主党ーその現状と課題

59.5% 

10.0% 

1930 

者

員

年

働

業

ウf

職

職

14% 3.1% 支官

5% 4.8% 自由業・自営業

49も生徒・学生・従弟

17% 4.6% 年金生活者

89ら17.1% 品百主

4ヲも0.9% 

(注) 1930， 1981年いずれの場合も全党員の職業を
正式に調査した結果ではなL、。抽出調査によ

る推定値である。

Vgl. R. N. Hunt， German Social Democracy 
1918-1933 (Chicago， 1970)， p. 103， SPD von 

innen， S. 59 (邦訳紹介524頁L さらに詳しくは
Parteien Handbuch， Bd. 2， S. 2180-85，参照。

その他不明

現
在
の

S
P
D
の
役
員
岡
市
の
職
業
構
成
に
つ
い
て
は
、

ω目
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C
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g
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N
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、
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照
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)
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を
含
め
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各
組
合
の
組
織
力
の
変
動
に
つ
い
て
は
、
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E
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Hokkaido L. Rev. 

Die Profile und die Probleme der regionalen 

Sozialdemokratischen Partei Deutschlands (SPD) 

Samon Y AMAMOTO* 

Dieser Artikel steht aus den drei folgenden Teilen. 

1) Die regionale SPD-die Wirklichkeit ihrer Organisationen und Tatig-

keiten. 

2) Die sozialdemokratischen Sozialverbande und ihre Rolle. 

3) Die Stagnation und die Aufgaben der SPD aus der Dimension der 

regionalen Parteiorganisation. 

1) Die Basisorganisationen der regionalen SPD sind Ortsverein und 

Kreisverband. Normalerweise steht ein Ortsverein in jedem Stadt. 

teil oder jeder kleinen Gemeinde. 

Die grundlichste， periodischste Parteitatigkeit im Ortsverein ist 

die Mitgliederversammlung. Dazu kommen verschiedene Veranst-

altungen， das F est (Fruhlingsfest， Kinderfest etc)， der Vortrag uber 

den akutuellen politischen Streitpunkt， das Burgergesprach als die 

wichtigeren Tatigkeiten des Ortsvereins. 

Aber es ist die allgemeine Tendenz in der heutigen SPD， das 

die Lage der Alltagstatigkeiten und der Partizipation der einfachen 

Mitglieder schlechter wird. Und die wichtigeren und aktiveren 

Organisationen in der regionalen SPD sind zur Zeit die Fraktion 

der SPD im Gemeinde-oder Stadtrat und einige Arbeitsgemeinschaft 

innerhalb der Mitglieder (Jungsozialisten， Sozialdemokratische Fra 

uen， Arbeitsnehmerfragen). 

2) Die deutsche Sozialdemokratie mus nicht nur als die politische 

Macht， sondern auch die gigantische gesellschaftliche Macht begriffen 

werden. Die eigenartigen Ideen der deutschen Sozialdemokratie 

sind allmahlich durch die langjahrigen Wirkungen nicht allein 

von der Partei (SPD)， sondern auch von den verschiedenen Inter-

esseverbande in allen Bereichen der deutschen Gesellschaft tief 

durchgedrungen. 

* Professor fur Politische Wissenschaft bei der juristischen Fakultat an 
der Hokkaigakuen・Universitat.
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Solchen sozialdemokratischen Sozialverbande gehoren die Arbei-

tergewerkschaft， die Kultur-und Sportsvereine， die Wohlfahrtgruppe 
(Arbeiterwohlfahrt)， die Konsumgenossenschaft. Die Volkshochsc-

hule in der Stadt oder Bezirk， die unter dem starken Einflus der 

Sozialdemokratie entstanden ist und sich entwickelt hat， auch 

hoch geschatzt wird. 

3) Ab Anfangs dei: achziger Jahre werden viele nicht ubergesehenden 

Ruckstandphanomene der SPD immer deutlicher-die Passivtat der 

AlItagstatigkeit， die Abnahme der Mitgliederzahl， die Niederlage in 

den verschiedenen Wahlkampfe. Diese unmittelbare Hauptursache 

liegt in der Verzogerung und der lnnerverwicklung der Sozialliberale 

Koalitionsregierung in der Bund_ Aber die noch tieferen Ursachen 

liegen in der strukturellen wirtschaftlichen Tiefstand und der Ver-

starkung des burgerlichen Krisebewustseins gegen denUmwelt-

schmutz und die Atomwa任en，den Atomkrieg. Aber SPD kann 

jetzt noch die klare， radikale Alternative gegen diese zwei Krise-

erscheinungen nicht vorstellen. 
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